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 過 疎 地 域 は 、 食 料 、 水 及 び エ ネ ル ギ ー の 安 定 的 な 供 給 、 自 然 災 害 の
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文 化 の 継 承 、 良 好 な 景 観 の 形 成 等 の 多 面 に わ た る 機 能 を 有 し 、 こ れ
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二

 ま た 、 東 京 圏 へ の 人 口 の 過 度 の 集 中 に よ り 大 規 模 な 災 害 、 感 染 症

等 に よ る 被 害 に 関 す る 危 険 の 増 大 等 の 問 題 が 深 刻 化 し て い る 中 、 国

土 の 均 衡 あ る 発 展 を 図 る た め 、 過 疎 地 域 の 担 う べ き 役 割 は 、 一 層 重

要 な も の と な っ て い る 。 

 し か る に 、 過 疎 地 域 に お い て は 、 人 口 の 減 少 、 少 子 高 齢 化 の 進 展 等

他 の 地 域 と 比 較 し て 厳 し い 社 会 経 済 情 勢 が 長 期 に わ た り 継 続 し て お

り 、 地 域 社 会 を 担 う 人 材 の 確 保 、 地 域 経 済 の 活 性 化 、 情 報 化 、 交 通 の

機 能 の 確 保 及 び 向 上 、 医 療 提 供 体 制 の 確 保 、 教 育 環 境 の 整 備 、 集 落 の

維 持 及 び 活 性 化 、 農 地 、 森 林 等 の 適 正 な 管 理 等 が 喫 緊 の 課 題 と な っ

て い る 。 

 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み 、 近 年 に お け る 過 疎 地 域 へ の 移 住 者 の 増 加 、

革 新 的 な 技 術 の 創 出 、 情 報 通 信 技 術 を 利 用 し た 働 き 方 へ の 取 組 と い

っ た 過 疎 地 域 の 課 題 の 解 決 に 資 す る 動 き を 加 速 さ せ 、 こ れ ら の 地 域

の 自 立 に 向 け て 、 過 疎 地 域 に お け る 持 続 可 能 な 地 域 社 会 の 形 成 及 び

地 域 資 源 等 を 活 用 し た 地 域 活 力 の 更 な る 向 上 が 実 現 す る よ う 、 全 力

を 挙 げ て 取 り 組 む こ と が 極 め て 重 要 で あ る 。 

 こ こ に 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的

に 推 進 す る た め 、 こ の 法 律 を 制 定 す る 。 
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 三

第 一 条 こ の 法 律 は 、 人 口 の 著 し い 減 少 等 に 伴 っ て 地 域 社 会 に お け

る 活 力 が 低 下 し 、 生 産 機 能 及 び 生 活 環 境 の 整 備 等 が 他 の 地 域 に 比

較 し て 低 位 に あ る 地 域 に つ い て 、 総 合 的 か つ 計 画 的 な 対 策 を 実 施

す る た め に 必 要 な 特 別 措 置 を 講 ず る こ と に よ り 、 こ れ ら の 地 域 の

持 続 的 発 展 を 支 援 し 、 も っ て 人 材 の 確 保 及 び 育 成 、 雇 用 機 会 の 拡

充 、 住 民 福 祉 の 向 上 、 地 域 格 差 の 是 正 並 び に 美 し く 風 格 あ る 国 土

の 形 成 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 ） 

第 二 条  こ の 法 律 に お い て 「 過 疎 地 域 」 と は 、 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る 市 町 村 （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め る 収 入 の 額 が

政 令 で 定 め る 金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） の 区 域 を い う 。 

 一 次 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 地 方 交 付 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法

律 第 二 百 十 一 号 ） 第 十 四 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 市 町 村 の 基 準

財 政 収 入 額 を 同 法 第 十 一 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 当 該 市 町 村 の

基 準 財 政 需 要 額 で 除 し て 得 た 数 値 （ 第 十 七 条 第 九 項 を 除 き 、 以

下 「 財 政 力 指 数 」 と い う 。 ） で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和 元 年 度 ま

で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・

五 一 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、 イ 、 ロ 又 は ハ に 該 当 す る 場 合 に お

い て は 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年

の 人 口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 を 控 除 し て 得

第 一 条 こ の 法 律 は 、 人 口 の 著 し い 減 少 に 伴 っ て 地 域 社 会 に お け る

活 力 が 低 下 し 、 生 産 機 能 及 び 生 活 環 境 の 整 備 等 が 他 の 地 域 に 比 較

し て 低 位 に あ る 地 域 に つ い て 、 総 合 的 か つ 計 画 的 な 対 策 を 実 施 す

る た め に 必 要 な 特 別 措 置 を 講 ず る こ と に よ り 、 こ れ ら の 地 域 の 自

立 促 進 を 図 り 、 も っ て 住 民 福 祉 の 向 上 、 雇 用 の 増 大 、 地 域 格 差 の 是

正 及 び 美 し く 風 格 あ る 国 土 の 形 成 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

 

 （ 過 疎 地 域 ） 

第 二 条  こ の 法 律 に お い て 「 過 疎 地 域 」 と は 、 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る 市 町 村 （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め る 収 入 の 額 が

政 令 で 定 め る 金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） の 区 域 を い う 。 

 一 次 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 地 方 交 付 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法

律 第 二 百 十 一 号 ） 第 十 四 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 市 町 村 の 基 準

財 政 収 入 額 を 同 法 第 十 一 条 の 規 定 に よ り 算 定 し た 当 該 市 町 村 の

基 準 財 政 需 要 額 で 除 し て 得 た 数 値 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 財 政

力 指 数 」 と い う 。 ） で 平 成 八 年 度 か ら 平 成 十 年 度 ま で の 各 年 度 に

係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・ 四 二 以 下 で あ

る こ と 。 た だ し 、 イ 、 ロ 又 は ハ に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 国 勢

調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 七 年 の 人 口 か ら 当 該 市

町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 五 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該



 

 

四

た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が

〇 ・ 一 未 満 で あ る こ と 。 

 

イ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 五 十 年 の 人 口

か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得

た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 五 十 年 の 人 口 で 除 し て 得

た 数 値 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 四 十 年 間 人 口 減 少 率 」 と い う 。 ）

が 〇 ・ 二 八 以 上 で あ る こ と 。 

ロ  四 十 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 三 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査 の

結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 六 十

五 歳 以 上 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て

得 た 数 値 が 〇 ・ 三 五 以 上 で あ る こ と 。 

ハ  四 十 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 三 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査 の

結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 十 五

歳 以 上 三 十 歳 未 満 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口

で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 一 以 下 で あ る こ と 。 

ニ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 か

ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た

人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

値 が 〇 ・ 二 一 以 上 で あ る こ と 。 

 二 四 十 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 三 以 上 で あ り 、 か つ 、 財 政 力 指 数

市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で

あ る こ と 。 

 

  イ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人

口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た

人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人 口 で 除 し て 得

た 数 値 （ 以 下 「 三 十 五 年 間 人 口 減 少 率 」 と い う 。 ） が 〇 ・ 三 以

上 で あ る こ と 。 

  ロ  三 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 五 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 七 年 の 人 口 の う ち 六 十 五

歳 以 上 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得

た 数 値 が 〇 ・ 二 四 以 上 で あ る こ と 。 

  ハ  三 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 五 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 七 年 の 人 口 の う ち 十 五 歳

以 上 三 十 歳 未 満 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で

除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 五 以 下 で あ る こ と 。 

  ニ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 五 年 の 人

口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た

人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 五 年 の 人 口 で 除 し て 得

た 数 値 が 〇 ・ 一 九 以 上 で あ る こ と 。 

 二  次 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 財 政 力 指 数 で 平 成 十 八 年 度 か



 五

で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和 元 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合

算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・ 四 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、

国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 か

ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を

当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未

満 で あ る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら 平 成 二 十 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分

の 一 の 数 値 が 〇 ・ 五 六 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、 イ 、 ロ 又 は ハ に

該 当 す る 場 合 に お い て は 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に

係 る 平 成 十 七 年 の 人 口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 五 十 五 年

の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口

で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る こ と 。 

  イ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人

口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得

た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人 口 で 除 し て

得 た 数 値 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 」 と い

う 。 ） が 〇 ・ 三 三 以 上 で あ る こ と 。 

  ロ  四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 八 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 十 七 年 の 人 口 の う ち 六 十

五 歳 以 上 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て

得 た 数 値 が 〇 ・ 二 九 以 上 で あ る こ と 。 

  ハ  四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 八 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 十 七 年 の 人 口 の う ち 十 五

歳 以 上 三 十 歳 未 満 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口

で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 四 以 下 で あ る こ と 。 

  ニ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 五 十 五 年 の 人

口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得
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た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 五 十 五 年 の 人 口 で 除 し て

得 た 数 値 が 〇 ・ 一 七 以 上 で あ る こ と 。 

 三  次 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 二 年 度

か ら 平 成 二 十 四 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の

三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・ 四 九 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、 イ 、 ロ 又 は

ハ に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人

口 に 係 る 平 成 二 十 二 年 の 人 口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 六

十 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の

人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る こ と 。 

  イ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 年 の 人 口

か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 二 年 の 人 口 を 控 除 し て 得

た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 年 の 人 口 で 除 し て 得

た 数 値 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 」 と い

う 。 ） が 〇 ・ 三 三 以 上 で あ る こ と 。 

  ロ  四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 八 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 二 年 の 人 口 の う ち 六

十 五 歳 以 上 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し

て 得 た 数 値 が 〇 ・ 三 二 以 上 で あ る こ と 。 

  ハ  四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 八 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 二 年 の 人 口 の う ち 十

五 歳 以 上 三 十 歳 未 満 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人
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口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 二 以 下 で あ る こ と 。 

  ニ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 六 十 年 の 人 口

か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 二 年 の 人 口 を 控 除 し て 得

た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 六 十 年 の 人 口 で 除 し て 得

た 数 値 が 〇 ・ 一 九 以 上 で あ る こ と 。 

 四  次 の い ず れ か に 該 当 し 、 か つ 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 五 年 度

か ら 平 成 二 十 七 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の

三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・ 五 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、 イ 、 ロ 又 は ハ

に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口

に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年

の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口

で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る こ と 。 

  イ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 五 年 の 人

口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て

得 た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 四 十 五 年 の 人 口 で 除 し

て 得 た 数 値 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 」 と

い う 。 ） が 〇 ・ 三 二 以 上 で あ る こ と 。 

  ロ  四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 七 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 六

十 五 歳 以 上 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し

て 得 た 数 値 が 〇 ・ 三 六 以 上 で あ る こ と 。 
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２  主 務 大 臣 は 、 過 疎 地 域 を そ の 区 域 と す る 市 町 村 （ 以 下 「 過 疎 地

域 の 市 町 村 」 と い う 。 ） を 公 示 す る も の と す る 。 

 

 

 （ 特 定 期 間 合 併 市 町 村 に 係 る 一 部 過 疎 ） 

第 三 条 特 定 期 間 合 併 市 町 村 （ 平 成 十 一 年 四 月 一 日 か ら 令 和 三 年 三

月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 市 町 村 の 合 併 （ 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 の

全 部 若 し く は 一 部 を も っ て 市 町 村 を 置 き 、 又 は 市 町 村 の 区 域 の 全

部 若 し く は 一 部 を 他 の 市 町 村 に 編 入 す る こ と で 市 町 村 の 数 の 減 少

を 伴 う も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 設 置 さ れ 、 又 は 他 の 市 町 村

の 区 域 の 全 部 若 し く は 一 部 を 編 入 し た 市 町 村 の う ち 、 前 条 第 一 項 、

第 四 十 一 条 第 一 項 又 は 第 四 十 二 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 区 域 を そ

の 区 域 と す る 市 町 村 以 外 の も の を い う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 六 章 に

  ハ  四 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 七 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 十

五 歳 以 上 三 十 歳 未 満 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人

口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 一 以 下 で あ る こ と 。 

  ニ  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 か

ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た

人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

値 が 〇 ・ 二 一 以 上 で あ る こ と 。 

２  総 務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 は 、 過 疎 地 域 を そ の

区 域 と す る 市 町 村 （ 以 下 「 過 疎 地 域 の 市 町 村 」 と い う 。 ） を 公 示 す

る も の と す る 。 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 



 九

お い て 同 じ 。 ） で あ っ て 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和 元

年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 六 四 以 下 で あ る も の （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め る 収 入

の 額 が 政 令 で 定 め る 金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 特

定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 （ 平 成 十 一 年 三 月 三 十 一 日 に 存 在 し て い た

市 町 村 で あ っ て 、 同 年 四 月 一 日 か ら 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の

間 に 市 町 村 の 合 併 に よ り そ の 区 域 の 全 部 又 は 一 部 が 特 定 期 間 合 併

市 町 村 の 区 域 の 一 部 と な っ た 市 町 村 を い う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 四

十 一 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） の 区 域 （ 平 成 十 一 年 四 月 一 日 か ら 令

和 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 の 市 町 村 の 合 併 の 日 （ 二 以 上 あ る と

き は 、 当 該 日 の う ち 最 も 早 い 日 ） の 前 日 に お け る 市 町 村 の 区 域 を

い う 。 次 項 及 び 第 四 十 一 条 第 二 項 に お い て 「 特 定 期 間 合 併 関 係 市

町 村 の 区 域 」 と い う 。 ） の う ち 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 区

域 を 過 疎 地 域 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 た だ し 、 第

一 号 、 第 二 号 又 は 第 三 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 国 勢 調 査 の

結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の

人 口 か ら 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人

口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 に 係 る 同 年

の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る 区 域 に 限 る 。 

一 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る

昭 和 五 十 年 の 人 口 か ら 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

一 〇

る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 特 定 期 間 合 併

関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 昭 和 五 十 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値

（ 以 下 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 四 十

年 間 人 口 減 少 率 」 と い う 。 ） が 〇 ・ 二 八 以 上 で あ る こ と 。 

二 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 四 十 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 三 以 上

で あ っ て 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人

口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 六 十 五 歳 以 上 の 人 口 を 当 該

特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た

数 値 が 〇 ・ 三 五 以 上 で あ る こ と 。 

三 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 四 十 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 三 以 上

で あ っ て 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人

口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 十 五 歳 以 上 三 十 歳 未 満 の 人

口 を 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除

し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 一 以 下 で あ る こ と 。 

四  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る

平 成 二 年 の 人 口 か ら 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る

平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 特 定 期 間 合 併 関

係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・

二 一 以 上 で あ る こ と 。 

２ 特 定 期 間 合 併 市 町 村 で あ っ て 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か

ら 令 和 元 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 一 一

の 数 値 が 〇 ・ 四 以 下 で あ る も の （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め

る 収 入 の 額 が 政 令 で 定 め る 金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） に つ い て

は 、 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 区 域 の う ち 、 特 定 期 間 合 併 関 係 市

町 村 四 十 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 二 三 以 上 で あ る 区 域 を 過 疎 地 域 と

み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 た だ し 、 国 勢 調 査 の 結 果 に

よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 か

ら 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 を 控

除 し て 得 た 人 口 を 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 に 係 る 同 年 の 人 口

で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る 区 域 に 限 る 。 

３ 前 二 項 の 規 定 の 適 用 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の た め の 対 策 の 目 標 ） 

第 四 条  過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の た め の 対 策 は 、 第 一 条 の 目 的 を 達

成 す る た め 、 地 域 に お け る 創 意 工 夫 を 尊 重 し 、 次 に 掲 げ る 目 標 に

従 っ て 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。 

 一  移 住 及 び 定 住 並 び に 地 域 間 交 流 の 促 進 、 地 域 社 会 の 担 い 手 と

な る 人 材 の 育 成 等 を 図 る こ と に よ り 、 多 様 な 人 材 を 確 保 し 、 及

び 育 成 す る こ と 。 

 二  企 業 の 立 地 の 促 進 、 産 業 基 盤 の 整 備 、 農 林 漁 業 経 営 の 近 代 化 、

情 報 通 信 産 業 の 振 興 、 中 小 企 業 の 育 成 及 び 起 業 の 促 進 、 観 光 の

開 発 等 を 図 る こ と に よ り 、 産 業 を 振 興 し 、 あ わ せ て 安 定 的 な 雇

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 対 策 の 目 標 ） 

第 三 条  過 疎 地 域 の 自 立 促 進 の た め の 対 策 は 、 第 一 条 の 目 的 を 達 成

す る た め 、 地 域 に お け る 創 意 工 夫 を 尊 重 し 、 次 に 掲 げ る 目 標 に 従

っ て 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。 

 

 

 

 一  産 業 基 盤 の 整 備 、 農 林 漁 業 経 営 の 近 代 化 、 中 小 企 業 の 育 成 、

企 業 の 導 入 及 び 起 業 の 促 進 、 観 光 の 開 発 等 を 図 る こ と に よ り 、

産 業 を 振 興 し 、 あ わ せ て 安 定 的 な 雇 用 を 増 大 す る こ と 。 
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用 機 会 を 拡 充 す る こ と 。 

 三 通 信 施 設 等 の 整 備 及 び 情 報 通 信 技 術 の 活 用 等 を 図 る こ と に よ

り 、 過 疎 地 域 に お け る 情 報 化 を 進 め る こ と 。 

 四  道 路 そ の 他 の 交 通 施 設 等 の 整 備 及 び 住 民 の 日 常 的 な 移 動 の た

め の 交 通 手 段 の 確 保 を 図 る こ と に よ り 、 過 疎 地 域 と そ の 他 の 地

域 及 び 過 疎 地 域 内 の 交 通 の 機 能 を 確 保 し 、 及 び 向 上 さ せ る こ と 。 

 

五  生 活 環 境 の 整 備 、 子 育 て 環 境 の 確 保 、 高 齢 者 等 の 保 健 及 び 福

祉 の 向 上 及 び 増 進 、 医 療 の 確 保 並 び に 教 育 の 振 興 を 図 る こ と に

よ り 、 住 民 の 生 活 の 安 定 と 福 祉 の 向 上 を 図 る こ と 。 

 六 基 幹 集 落 の 整 備 及 び 適 正 規 模 集 落 の 育 成 を 図 る こ と に よ り 、

地 域 社 会 の 再 編 成 を 促 進 す る こ と 。 

  七  美 し い 景 観 の 整 備 、 地 域 文 化 の 振 興 、 地 域 に お け る 再 生 可 能

エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 推 進 等 を 図 る こ と に よ り 、 個 性 豊 か な 地 域

社 会 を 形 成 す る こ と 。 

 

 

 

 （ 国 の 責 務 ） 

第 五 条  国 は 、 第 一 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 事

項 に つ き 、 そ の 政 策 全 般 に わ た り 、 必 要 な 施 策 を 総 合 的 に 講 ず る

 

 

 

 二  道 路 そ の 他 の 交 通 施 設 、 通 信 施 設 等 の 整 備 を 図 る こ と 等 に よ

り 、 過 疎 地 域 と そ の 他 の 地 域 及 び 過 疎 地 域 内 の 交 通 通 信 連 絡 を

確 保 す る と と も に 、 過 疎 地 域 に お け る 情 報 化 を 図 り 、 及 び 地 域

間 交 流 を 促 進 す る こ と 。 

 三  生 活 環 境 の 整 備 、 高 齢 者 等 の 保 健 及 び 福 祉 の 向 上 及 び 増 進 、

医 療 の 確 保 並 び に 教 育 の 振 興 を 図 る こ と に よ り 、 住 民 の 生 活 の

安 定 と 福 祉 の 向 上 を 図 る こ と 。 

 

 

  四  美 し い 景 観 の 整 備 、 地 域 文 化 の 振 興 等 を 図 る こ と に よ り 、 個

性 豊 か な 地 域 社 会 を 形 成 す る こ と 。 

 

 五 基 幹 集 落 の 整 備 及 び 適 正 規 模 集 落 の 育 成 を 図 る こ と に よ り 、

地 域 社 会 の 再 編 成 を 促 進 す る こ と 。 

 

 （ 国 の 責 務 ） 

第 四 条  国 は 、 第 一 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 事

項 に つ き 、 そ の 政 策 全 般 に わ た り 、 必 要 な 施 策 を 総 合 的 に 講 ず る



 一 三

も の と す る 。 

 

 （ 都 道 府 県 の 責 務 ） 

第 六 条 都 道 府 県 は 、 第 一 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 四 条 各 号 に

掲 げ る 事 項 に つ き 、 一 の 過 疎 地 域 の 市 町 村 の 区 域 を 超 え る 広 域 に

わ た る 施 策 、 市 町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整 並 び に 人 的 及 び 技 術 的 援 助

そ の 他 必 要 な 援 助 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

 

   第 二 章  過 疎 地 域 持 続 的 発 展 計 画 

 （ 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 方 針 ） 

第 七 条  都 道 府 県 は 、 当 該 都 道 府 県 に お け る 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展

を 図 る た め 、 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 方 針 （ 以 下 こ の 章 に お い て 単 に

「 持 続 的 発 展 方 針 」 と い う 。 ） を 定 め る こ と が で き る 。 

２  持 続 的 発 展 方 針 は 、 お お む ね 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も

の と す る 。 

 一  過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 

二 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の た め に 実 施 す べ き 施 策 に 関 す る 事 項

と し て 次 に 掲 げ る も の 

イ 過 疎 地 域 に お け る 移 住 及 び 定 住 並 び に 地 域 間 交 流 の 促 進 並

び に 人 材 の 育 成 に 関 す る 事 項 

ロ  過 疎 地 域 に お け る 農 林 水 産 業 、 商 工 業 、 情 報 通 信 産 業 そ の

も の と す る 。 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

   第 二 章  過 疎 地 域 自 立 促 進 計 画 

 （ 過 疎 地 域 自 立 促 進 方 針 ） 

第 五 条  都 道 府 県 は 、 当 該 都 道 府 県 に お け る 過 疎 地 域 の 自 立 促 進 を

図 る た め 、 過 疎 地 域 自 立 促 進 方 針 （ 以 下 「 自 立 促 進 方 針 」 と い う 。 ）

を 定 め る こ と が で き る 。 

２  自 立 促 進 方 針 は 、 お お む ね 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の

と す る 。 

 一  過 疎 地 域 の 自 立 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 

 

 

 （ 新 設 ） 

  

 二  過 疎 地 域 に お け る 農 林 水 産 業 、 商 工 業 そ の 他 の 産 業 の 振 興 及
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他 の 産 業 の 振 興 及 び 観 光 の 開 発 に 関 す る 事 項 

ハ 過 疎 地 域 に お け る 情 報 化 に 関 す る 事 項 
ニ  過 疎 地 域 と そ の 他 の 地 域 及 び 過 疎 地 域 内 を 連 絡 す る 交 通 施

設 の 整 備 及 び 住 民 の 日 常 的 な 移 動 の た め の 交 通 手 段 の 確 保 に

関 す る 事 項 

ホ  過 疎 地 域 に お け る 生 活 環 境 の 整 備 に 関 す る 事 項 

ヘ 過 疎 地 域 に お け る 子 育 て 環 境 の 確 保 並 び に 高 齢 者 等 の 保 健

及 び 福 祉 の 向 上 及 び 増 進 に 関 す る 事 項 

ト  過 疎 地 域 に お け る 医 療 の 確 保 に 関 す る 事 項 

チ 過 疎 地 域 に お け る 教 育 の 振 興 に 関 す る 事 項 

リ 過 疎 地 域 に お け る 集 落 の 整 備 に 関 す る 事 項 

ヌ  過 疎 地 域 に お け る 地 域 文 化 の 振 興 等 に 関 す る 事 項 

 

ル 過 疎 地 域 に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 推 進 に 関 す

る 事 項 

３ 都 道 府 県 は 、 持 続 的 発 展 方 針 を 作 成 す る に 当 た っ て は 、 過 疎 地

域 を 広 域 的 な 経 済 社 会 生 活 圏 の 整 備 の 体 系 に 組 み 入 れ る よ う 配 慮

し な け れ ば な ら な い 。 

４ 都 道 府 県 は 、 持 続 的 発 展 方 針 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か

じ め 、 主 務 大 臣 に 協 議 し 、 そ の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場

合 に お い て 、 主 務 大 臣 は 、 同 意 を し よ う と す る と き は 、 関 係 行 政 機

び 観 光 の 開 発 に 関 す る 事 項 

 （ 新 設 ） 

 三  過 疎 地 域 と そ の 他 の 地 域 及 び 過 疎 地 域 内 を 連 絡 す る 交 通 通 信

体 系 の 整 備 、 過 疎 地 域 に お け る 情 報 化 並 び に 地 域 間 交 流 の 促 進

に 関 す る 事 項 

 四  過 疎 地 域 に お け る 生 活 環 境 の 整 備 に 関 す る 事 項 

 五 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 等 の 保 健 及 び 福 祉 の 向 上 及 び 増 進 に

関 す る 事 項 

 六  過 疎 地 域 に お け る 医 療 の 確 保 に 関 す る 事 項 

 七  過 疎 地 域 に お け る 教 育 の 振 興 に 関 す る 事 項 

 

 八  過 疎 地 域 に お け る 地 域 文 化 の 振 興 等 に 関 す る 事 項 

 九 過 疎 地 域 に お け る 集 落 の 整 備 に 関 す る 事 項 

 （ 新 設 ） 

  

３ 都 道 府 県 は 、 自 立 促 進 方 針 を 作 成 す る に 当 た っ て は 、 過 疎 地 域

を 広 域 的 な 経 済 社 会 生 活 圏 の 整 備 の 体 系 に 組 み 入 れ る よ う 配 慮 し

な け れ ば な ら な い 。 

４ 都 道 府 県 は 、 自 立 促 進 方 針 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ

め 、 総 務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 に 協 議 し 、 そ の 同 意

を 得 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 総 務 大 臣 、 農 林 水 産 大
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関 の 長 に 協 議 す る も の と す る 。 

 

５ 都 道 府 県 は 、 持 続 的 発 展 方 針 を 定 め た と き は 、 こ れ を 公 表 す る

も の と す る 。 

６ 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 持 続 的 発 展 方 針 が 定 め ら れ て い な い 場 合

に は 、 都 道 府 県 に 対 し 、 持 続 的 発 展 方 針 を 定 め る よ う 要 請 す る こ

と が で き る 。 

７  前 項 の 規 定 に よ る 要 請 が あ っ た と き は 、 都 道 府 県 は 、 速 や か に 、

持 続 的 発 展 方 針 を 定 め る も の と す る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 市 町 村 計 画 ） 

第 八 条 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 持 続 的 発 展 方 針 に 基 づ き 、 当 該 市 町

村 の 議 会 の 議 決 を 経 て 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 市 町 村 計 画 （ 以 下 単 に

「 市 町 村 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め る こ と が で き る 。 

２ 市 町 村 計 画 は 、 お お む ね 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と

す る 。 

一  地 域 の 持 続 的 発 展 の 基 本 的 方 針 に 関 す る 事 項 

二 地 域 の 持 続 的 発 展 に 関 す る 目 標 

三 計 画 期 間 

四 地 域 の 持 続 的 発 展 の た め に 実 施 す べ き 施 策 に 関 す る 事 項 と し

て 次 に 掲 げ る も の 

臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 は 、 同 意 を し よ う と す る と き は 、 関 係 行 政 機

関 の 長 に 協 議 す る も の と す る 。 

 （ 新 設 ） 

 

５  過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 自 立 促 進 方 針 が 定 め ら れ て い な い 場 合 に

は 、 都 道 府 県 に 対 し 、 自 立 促 進 方 針 を 定 め る よ う 要 請 す る こ と が

で き る 。 

６ 前 項 の 規 定 に よ る 要 請 が あ っ た と き は 、 都 道 府 県 は 、 速 や か に 、 

自 立 促 進 方 針 を 定 め る も の と す る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 自 立 促 進 市 町 村 計 画 ） 

第 六 条 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 自 立 促 進 方 針 に 基 づ き 、 当 該 市 町 村

の 議 会 の 議 決 を 経 て 過 疎 地 域 自 立 促 進 市 町 村 計 画 （ 以 下 「 市 町 村

計 画 」 と い う 。 ） を 定 め る こ と が で き る 。 

２ 市 町 村 計 画 は 、 お お む ね 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と

す る 。 

 一  地 域 の 自 立 促 進 の 基 本 的 方 針 に 関 す る 事 項 

 （ 新 設 ） 

 （ 新 設 ） 
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イ 移 住 及 び 定 住 並 び に 地 域 間 交 流 の 促 進 並 び に 人 材 の 育 成 に

関 す る 事 項 
ロ  農 林 水 産 業 、 商 工 業 、 情 報 通 信 産 業 そ の 他 の 産 業 の 振 興 及

び 観 光 の 開 発 に 関 す る 事 項 

ハ 地 域 に お け る 情 報 化 に 関 す る 事 項 

ニ 交 通 施 設 の 整 備 及 び 住 民 の 日 常 的 な 移 動 の た め の 交 通 手 段

の 確 保 に 関 す る 事 項 

ホ  生 活 環 境 の 整 備 に 関 す る 事 項 

ヘ 子 育 て 環 境 の 確 保 並 び に 高 齢 者 等 の 保 健 及 び 福 祉 の 向 上 及

び 増 進 に 関 す る 事 項 

ト  医 療 の 確 保 に 関 す る 事 項 

チ 教 育 の 振 興 に 関 す る 事 項 

リ 集 落 の 整 備 に 関 す る 事 項 

ヌ  地 域 文 化 の 振 興 等 に 関 す る 事 項 

 

ル 地 域 に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 推 進 に 関 す る 事

項 

五 市 町 村 計 画 の 達 成 状 況 の 評 価 に 関 す る 事 項 

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 地 域 の 持 続 的 発 展 に 関 し 市 町 村

が 必 要 と 認 め る 事 項 

３ 市 町 村 計 画 に は 、 前 項 第 四 号 ロ に 掲 げ る 事 項 に 関 し 、 過 疎 地 域

 （ 新 設 ） 

 

 二  農 林 水 産 業 、 商 工 業 そ の 他 の 産 業 の 振 興 及 び 観 光 の 開 発 に 関

す る 事 項 

 （ 新 設 ） 

 三 交 通 通 信 体 系 の 整 備 、 地 域 に お け る 情 報 化 及 び 地 域 間 交 流 の

促 進 に 関 す る 事 項 

 四  生 活 環 境 の 整 備 に 関 す る 事 項 

 五  高 齢 者 等 の 保 健 及 び 福 祉 の 向 上 及 び 増 進 に 関 す る 事 項 

 

 六  医 療 の 確 保 に 関 す る 事 項 

 七  教 育 の 振 興 に 関 す る 事 項 

 

 八  地 域 文 化 の 振 興 等 に 関 す る 事 項 

 九 集 落 の 整 備 に 関 す る 事 項 

 （ 新 設 ） 

 

 

 十  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 地 域 の 自 立 促 進 に 関 し 市 町 村 が

必 要 と 認 め る 事 項 

 （ 新 設 ） 



 一 七

の 区 域 の 特 性 に 応 じ た 農 林 水 産 業 の 振 興 、 商 工 業 の 振 興 、 情 報 通

信 産 業 の 振 興 、 観 光 の 振 興 そ の 他 の 産 業 の 振 興 の 促 進 に 関 す る 事

項 （ 以 下 こ の 条 及 び 第 二 十 七 条 に お い て 「 産 業 振 興 促 進 事 項 」 と い

う 。 ） を 記 載 す る こ と が で き る 。 

４ 産 業 振 興 促 進 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

一 産 業 の 振 興 を 促 進 す る 区 域 （ 以 下 「 産 業 振 興 促 進 区 域 」 と い

う 。 ） 

二 産 業 振 興 促 進 区 域 に お い て 振 興 す べ き 業 種 

三 前 号 の 業 種 の 振 興 を 促 進 す る た め に 行 う 事 業 の 内 容 に 関 す る

事 項 

５ 市 町 村 計 画 に 第 二 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 す る に 当 た っ て

は 、 他 の 市 町 村 と の 連 携 に 関 す る 事 項 に つ い て 記 載 す る よ う 努 め

る も の と す る 。 

６ 市 町 村 計 画 は 、 他 の 法 令 の 規 定 に よ る 地 域 振 興 に 関 す る 計 画 と

調 和 が 保 た れ る と と も に 、 広 域 的 な 経 済 社 会 生 活 圏 の 整 備 の 計 画

及 び 当 該 市 町 村 計 画 を 定 め よ う と す る 市 町 村 の 公 共 施 設 等 の 総 合

的 か つ 計 画 的 な 管 理 に 関 す る 計 画 に 適 合 す る よ う 定 め な け れ ば な

ら な い 。 

７ 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 市 町 村 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 当

該 市 町 村 計 画 に 定 め る 事 項 の う ち 第 二 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 （ 産

業 振 興 促 進 事 項 を 含 む 。 ） に つ い て は 、 あ ら か じ め 都 道 府 県 に 協 議

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

３ 市 町 村 計 画 は 、 他 の 法 令 の 規 定 に よ る 地 域 振 興 に 関 す る 計 画 と

調 和 が 保 た れ る と と も に 、 広 域 的 な 経 済 社 会 生 活 圏 の 整 備 の 計 画

に 適 合 す る よ う 定 め な け れ ば な ら な い 。 

 

 

４ 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 市 町 村 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 当

該 市 町 村 計 画 に 定 め る 事 項 の う ち 第 二 項 第 二 号 か ら 第 九 号 ま で の

事 項 に つ い て は 、 あ ら か じ め 都 道 府 県 に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。 



 

 

一 八

し な け れ ば な ら な い 。 
８ 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 市 町 村 計 画 を 定 め た と き は 、 直 ち に 、 こ れ

を 公 表 す る と と も に 、 主 務 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 

９ 主 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 市 町 村 計 画 の 提 出 が あ っ た 場 合

に お い て は 、 直 ち に 、 そ の 内 容 を 関 係 行 政 機 関 の 長 に 通 知 し な け

れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 関 係 行 政 機 関 の 長 は 、 当 該 市 町

村 計 画 に つ い て そ の 意 見 を 主 務 大 臣 に 申 し 出 る こ と が で き る 。 

 

 

1
0  第 一 項 及 び 前 三 項 の 規 定 は 、 市 町 村 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す

る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 都 道 府 県 計 画 ） 

第 九 条  都 道 府 県 は 、 持 続 的 発 展 方 針 に 基 づ き 、 過 疎 地 域 の 持 続 的

発 展 を 図 る た め 、 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 都 道 府 県 計 画 （ 以 下 単 に 「 都

道 府 県 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め る こ と が で き る 。 

２  都 道 府 県 計 画 は 、 都 道 府 県 が 過 疎 地 域 の 市 町 村 に 協 力 し て 講 じ

よ う と す る 措 置 の 計 画 と し 、 お お む ね 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定

め る も の と す る 。 

 一  過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 基 本 的 方 針 に 関 す る 事 項 

 

５ 過 疎 地 域 の 市 町 村 は 、 市 町 村 計 画 を 定 め た と き は 、 直 ち に 、 総 務

大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 に こ れ を 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 

６ 総 務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ

り 市 町 村 計 画 の 提 出 が あ っ た 場 合 に お い て は 、 直 ち に 、 そ の 内 容

を 関 係 行 政 機 関 の 長 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い

て 、 関 係 行 政 機 関 の 長 は 、 当 該 市 町 村 計 画 に つ い て そ の 意 見 を 総

務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 に 申 し 出 る こ と が で き る 。 

 

７ 第 一 項 及 び 前 三 項 の 規 定 は 、 市 町 村 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す

る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 自 立 促 進 都 道 府 県 計 画 ） 

第 七 条  都 道 府 県 は 、 自 立 促 進 方 針 に 基 づ き 、 過 疎 地 域 の 自 立 促 進

を 図 る た め 、 過 疎 地 域 自 立 促 進 都 道 府 県 計 画 （ 以 下 「 都 道 府 県 計

画 」 と い う 。 ） を 定 め る こ と が で き る 。 
２  都 道 府 県 計 画 は 、 お お む ね 前 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い

て 当 該 都 道 府 県 が 過 疎 地 域 の 市 町 村 に 協 力 し て 講 じ よ う と す る 措

置 の 計 画 と す る 。 

 



 一 九

 二 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 に 関 す る 目 標 

 三 計 画 期 間 

 四 前 条 第 二 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 に 関 す る 事 項 

五 都 道 府 県 計 画 の 達 成 状 況 の 評 価 に 関 す る 事 項 

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 に 関 し 都

道 府 県 が 必 要 と 認 め る 事 項 

３  都 道 府 県 計 画 に 前 項 第 四 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 す る に 当 た っ て

は 、 一 の 過 疎 地 域 の 市 町 村 の 区 域 を 超 え る 広 域 に わ た る 施 策 、 市

町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整 並 び に 人 的 及 び 技 術 的 援 助 そ の 他 必 要 な 援

助 に つ い て 記 載 す る よ う 努 め る も の と す る 。 

４  都 道 府 県 は 、 都 道 府 県 計 画 を 定 め た と き は 、 こ れ を 公 表 す る と

と も に 、 主 務 大 臣 に 提 出 す る も の と す る 。 

５ 前 条 第 九 項 の 規 定 は 都 道 府 県 計 画 の 提 出 が あ っ た 場 合 に つ い

て 、 前 項 及 び 同 条 第 九 項 の 規 定 は 都 道 府 県 計 画 の 変 更 に つ い て 、

そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 

 

 （ 関 係 行 政 機 関 の 長 の 協 力 ） 

第 十 条  主 務 大 臣 は 、 市 町 村 計 画 又 は 都 道 府 県 計 画 の 実 施 に 関 し 必

要 が あ る 場 合 に お い て は 、 関 係 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 関 係 地 方 公

共 団 体 に 対 す る 助 言 そ の 他 の 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。 

 

 

 

 

 

 

 

３  都 道 府 県 は 、 都 道 府 県 計 画 を 作 成 す る に 当 た っ て は 、 一 の 過 疎

地 域 の 市 町 村 の 区 域 を 超 え る 広 域 の 見 地 に 配 慮 す る も の と す る 。 

 

 

４  都 道 府 県 は 、 都 道 府 県 計 画 を 定 め た と き は 、 こ れ を 総 務 大 臣 、

農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 に 提 出 す る も の と す る 。 

５ 前 条 第 六 項 の 規 定 は 都 道 府 県 計 画 の 提 出 が あ っ た 場 合 に つ い

て 、 前 項 及 び 同 条 第 六 項 の 規 定 は 都 道 府 県 計 画 の 変 更 に つ い て 、

そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 

 

 （ 関 係 行 政 機 関 の 長 の 協 力 ） 
第 八 条  総 務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 は 、 市 町 村 計 画

又 は 都 道 府 県 計 画 の 実 施 に 関 し 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 関 係

行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 関 係 地 方 公 共 団 体 に 対 す る 助 言 そ の 他 の 協

力 を 求 め る こ と が で き る 。 



 

 

二 〇

 

 （ 調 査 ） 

第 十 一 条 主 務 大 臣 は 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 を 図 る た め に 必 要 が

あ る と 認 め る 場 合 に お い て は 、 関 係 地 方 公 共 団 体 に つ い て 調 査 を

行 う こ と が で き る 。 

 

   第 三 章 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 財 政 上 の 特 別

措 置 

 （ 国 の 負 担 又 は 補 助 の 割 合 の 特 例 等 ） 

第 十 二 条 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る も

の に 要 す る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 又 は 補 助 の 割 合 （ 以 下 「 国 の 負

担 割 合 」 と い う 。 ） は 、 当 該 事 業 に 関 す る 法 令 の 規 定 に か か わ ら ず 、

同 表 の と お り と す る 。 た だ し 、 他 の 法 令 の 規 定 に よ り 同 表 に 掲 げ

る 割 合 を 超 え る 国 の 負 担 割 合 が 定 め ら れ て い る 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。 

２ 国 は 、 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る も

の に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 政 令 で 定 め る 交 付 金 を 交 付 す る 場 合

に お い て は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 経 費 に つ い て 前 項

の 規 定 を 適 用 し た と す る な ら ば 国 が 負 担 し 、 又 は 補 助 す る こ と と

な る 割 合 を 参 酌 し て 、 当 該 交 付 金 の 額 を 算 定 す る も の と す る 。 

 

 

 （ 調 査 ） 

第 九 条 総 務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 は 、 過 疎 地 域 の

自 立 促 進 を 図 る た め に 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に お い て は 、 関 係

地 方 公 共 団 体 に つ い て 調 査 を 行 う こ と が で き る 。 

 

   第 三 章 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 財 政 上 の 特 別 措 置 

 

 （ 国 の 負 担 又 は 補 助 の 割 合 の 特 例 等 ） 

第 十 条 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る も の

に 要 す る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 又 は 補 助 の 割 合 （ 以 下 「 国 の 負 担

割 合 」 と い う 。 ） は 、 当 該 事 業 に 関 す る 法 令 の 規 定 に か か わ ら ず 、

同 表 の と お り と す る 。 た だ し 、 他 の 法 令 の 規 定 に よ り 同 表 に 掲 げ

る 割 合 を 超 え る 国 の 負 担 割 合 が 定 め ら れ て い る 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。 

２ 国 は 、 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 の う ち 、 別 表 に 掲 げ る も

の に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 政 令 で 定 め る 交 付 金 を 交 付 す る 場 合

に お い て は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 経 費 に つ い て 前 項

の 規 定 を 適 用 し た と す る な ら ば 国 が 負 担 し 、 又 は 補 助 す る こ と と

な る 割 合 を 参 酌 し て 、 当 該 交 付 金 の 額 を 算 定 す る も の と す る 。 

 



 二 一

 （ 国 の 補 助 等 ） 
第 十 三 条 国 は 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 を 支 援 す る た め 特 に 必 要 が

あ る と 認 め る と き は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 予 算 の 範 囲 内

に お い て 、 市 町 村 計 画 又 は 都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 に 要

す る 経 費 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

２ 国 は 、 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 施 設 費 の 国 庫 負 担 等 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 三 十 三 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 方 公

共 団 体 に 対 し て 交 付 金 を 交 付 す る 場 合 に お い て 、 当 該 地 方 公 共 団

体 が 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 作 成 し た 施 設 整 備 計 画 に 記 載 さ れ た

改 築 等 事 業 （ 同 法 第 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 改 築 等 事 業 を い う 。 ）

と し て 、 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 公 立 の 小 学 校 、 中 学 校 又 は 義

務 教 育 学 校 を 適 正 な 規 模 に す る た め の 統 合 に 伴 い 必 要 と な っ た 公

立 の 小 学 校 、 中 学 校 又 は 義 務 教 育 学 校 に 勤 務 す る 教 員 又 は 職 員 の

た め の 住 宅 の 建 築 （ 買 収 そ の 他 こ れ に 準 ず る 方 法 に よ る 取 得 を 含

む 。 ） に 係 る 事 業 が あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 事 業 に 要 す る 経 費 の

十 分 の 五 ・ 五 を 下 回 ら な い 額 の 交 付 金 が 充 当 さ れ る よ う に 算 定 す

る も の と す る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の た め の 地 方 債 ） 

第 十 四 条 過 疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 地 場 産 業

に 係 る 事 業 又 は 観 光 若 し く は レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 す る 事 業 を 行

 （ 国 の 補 助 等 ） 

第 十 一 条 国 は 、 過 疎 地 域 の 自 立 促 進 を 図 る た め 特 に 必 要 が あ る と

認 め る と き は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 予 算 の 範 囲 内 に お い

て 、 市 町 村 計 画 又 は 都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 に 要 す る 経

費 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

２ 国 は 、 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 施 設 費 の 国 庫 負 担 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 

和 三 十 三 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 地 方 公

共 団 体 に 対 し て 交 付 金 を 交 付 す る 場 合 に お い て 、 当 該 地 方 公 共 団

体 が 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 作 成 し た 施 設 整 備 計 画 に 記 載 さ れ た

改 築 等 事 業 （ 同 法 第 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 「 改 築 等 事 業 」 を い

う 。 ） と し て 、 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 公 立 の 小 学 校 、 中 学 校 又

は 義 務 教 育 学 校 を 適 正 な 規 模 に す る た め の 統 合 に 伴 い 必 要 と な っ

た 公 立 の 小 学 校 、 中 学 校 又 は 義 務 教 育 学 校 に 勤 務 す る 教 員 又 は 職

員 の た め の 住 宅 の 建 築 （ 買 収 そ の 他 こ れ に 準 ず る 方 法 に よ る 取 得

を 含 む 。 ） に 係 る 事 業 が あ る 場 合 に お い て は 、 当 該 事 業 に 要 す る 経

費 の 十 分 の 五 ・ 五 を 下 回 ら な い 額 の 交 付 金 が 充 当 さ れ る よ う に 算

定 す る も の と す る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の 地 方 債 ） 

第 十 二 条 過 疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 地 場 産 業

に 係 る 事 業 又 は 観 光 若 し く は レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 す る 事 業 を 行



 

 

二 二

う 者 で 政 令 で 定 め る も の に 対 す る 出 資 及 び 次 に 掲 げ る 施 設 の 整 備

に つ き 当 該 市 町 村 が 必 要 と す る 経 費 に つ い て は 、 地 方 財 政 法 （ 昭

和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 号 ） 第 五 条 各 号 に 掲 げ る 経 費 に 該 当 し な い

も の に つ い て も 、 地 方 債 を も っ て そ の 財 源 と す る こ と が で き る 。 

 一 交 通 の 確 保 又 は 産 業 の 振 興 を 図 る た め に 必 要 な 政 令 で 定 め る

市 町 村 道 （ 融 雪 施 設 そ の 他 の 道 路 の 附 属 物 を 含 む 。 ） 、 農 道 、 林 道

及 び 漁 港 関 連 道 

 二 漁 港 及 び 港 湾 

 三 地 場 産 業 の 振 興 に 資 す る 施 設 で 政 令 で 定 め る も の 

 四 中 小 企 業 の 育 成 又 は 企 業 の 導 入 若 し く は 起 業 の 促 進 の た め に

市 町 村 が 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 に 使 用 さ せ る た め の 工 場 及

び 事 務 所 

 五 観 光 又 は レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 す る 施 設 

 六 電 気 通 信 に 関 す る 施 設 

七 住 民 の 交 通 手 段 の 確 保 又 は 地 域 間 交 流 の 促 進 の た め の 鉄 道 施

設 及 び 鉄 道 車 両 並 び に 軌 道 施 設 及 び 軌 道 車 両 の う ち 総 務 省 令 で

定 め る 事 業 者 の 事 業 の 用 に 供 す る も の 

 

 八 下 水 処 理 の た め の 施 設 

 九 一 般 廃 棄 物 処 理 の た め の 施 設 

 十 火 葬 場 

う 者 で 政 令 で 定 め る も の に 対 す る 出 資 及 び 次 に 掲 げ る 施 設 の 整 備

に つ き 当 該 市 町 村 が 必 要 と す る 経 費 に つ い て は 、 地 方 財 政 法 （ 昭

和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 号 ） 第 五 条 各 号 に 規 定 す る 経 費 に 該 当 し な

い も の に つ い て も 、 地 方 債 を も っ て そ の 財 源 と す る こ と が で き る 。 

 一 交 通 の 確 保 又 は 産 業 の 振 興 を 図 る た め に 必 要 な 政 令 で 定 め る

市 町 村 道 （ 融 雪 施 設 そ の 他 の 道 路 の 附 属 物 を 含 む 。 ） 、 農 道 、 林 道

及 び 漁 港 関 連 道 

 二 漁 港 及 び 港 湾 

 三 地 場 産 業 の 振 興 に 資 す る 施 設 で 政 令 で 定 め る も の 

 四 中 小 企 業 の 育 成 又 は 企 業 の 導 入 若 し く は 起 業 の 促 進 の た め に

市 町 村 が 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 に 使 用 さ せ る た め の 工 場 及

び 事 務 所 

 五 観 光 又 は レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 す る 施 設 

 

六 住 民 の 交 通 手 段 の 確 保 又 は 地 域 間 交 流 の 促 進 の た め の 鉄 道 施

設 及 び 鉄 道 車 両 並 び に 軌 道 施 設 及 び 軌 道 車 両 の う ち 総 務 省 令 で

定 め る 事 業 者 の 事 業 の 用 に 供 す る も の 

 七 電 気 通 信 に 関 す る 施 設 

 八 下 水 処 理 の た め の 施 設 

 九 一 般 廃 棄 物 処 理 の た め の 施 設 

 十 火 葬 場 



 二 三

 十 一 公 民 館 そ の 他 の 集 会 施 設 

 十 二 消 防 施 設 

 

 十 三  保 育 所 及 び 児 童 館 

 十 四 認 定 こ ど も 園 （ 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総

合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ）

第 三 条 第 一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け た 施 設 及 び 幼

保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 （ 同 法 第 二 条 第 七 項 に 規 定 す る 幼 保 連 携

型 認 定 こ ど も 園 を い う 。 別 表 児 童 福 祉 施 設 の 項 に お い て 同 じ 。 ）

を い う 。 ） 

 十 五  高 齢 者 の 保 健 又 は 福 祉 の 向 上 又 は 増 進 を 図 る た め の 施 設 

 十 六  障 害 者 又 は 障 害 児 の 福 祉 の 増 進 を 図 る た め の 施 設 

 十 七 診 療 施 設 （ 巡 回 診 療 車 及 び 巡 回 診 療 船 並 び に 患 者 輸 送 車 及

び 患 者 輸 送 艇 を 含 む 。 ） 

 十 八 公 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 義 務 教 育 学 校 並 び に 市 町 村 立 の

幼 稚 園 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 

 十 九 市 町 村 立 の 専 修 学 校 及 び 各 種 学 校 

 二 十 図 書 館 

 二 十 一 集 落 の 整 備 の た め の 政 令 で 定 め る 用 地 及 び 住 宅 

 二 十 二 地 域 文 化 の 振 興 等 を 図 る た め の 施 設 

 

 十 一 公 民 館 そ の 他 の 集 会 施 設 

 十 二 消 防 施 設 

 十 三  高 齢 者 の 保 健 又 は 福 祉 の 向 上 又 は 増 進 を 図 る た め の 施 設 

 十 四  保 育 所 及 び 児 童 館 

十 五 認 定 こ ど も 園 （ 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総

合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ）

第 三 条 第 一 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ る 認 定 を 受 け た 施 設 及 び 幼

保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 （ 同 法 第 二 条 第 七 項 に 規 定 す る 幼 保 連 携

型 認 定 こ ど も 園 を い う 。 別 表 児 童 福 祉 施 設 の 項 に お い て 同 じ 。 ）

を い う 。 ） 

 

 十 六  障 害 者 又 は 障 害 児 の 福 祉 の 増 進 を 図 る た め の 施 設 

 十 七 診 療 施 設 （ 巡 回 診 療 車 及 び 巡 回 診 療 船 並 び に 患 者 輸 送 車 及

び 患 者 輸 送 艇 を 含 む 。 ） 

 十 八 公 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 義 務 教 育 学 校 並 び に 市 町 村 立 の

幼 稚 園 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 

 十 九 市 町 村 立 の 専 修 学 校 及 び 各 種 学 校 

 二 十 図 書 館 

 

 二 十 一 地 域 文 化 の 振 興 等 を 図 る た め の 施 設 

 二 十 二 集 落 の 整 備 の た め の 政 令 で 定 め る 用 地 及 び 住 宅 



 

 

二 四

 二 十 三 太 陽 光 、 バ イ オ マ ス を 熱 源 と す る 熱 そ の 他 の 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー を 利 用 す る た め の 施 設 で 政 令 で 定 め る も の 

 二 十 四 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 政 令 で 定 め る 施 設 

２ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 住 民 の 日 常 的 な 移 動 の た め の 交 通

手 段 の 確 保 、 地 域 医 療 の 確 保 、 集 落 の 維 持 及 び 活 性 化 そ の 他 の 住

民 が 将 来 に わ た り 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 の

実 現 を 図 る た め 特 別 に 地 方 債 を 財 源 と し て 行 う こ と が 必 要 と 認 め

ら れ る 事 業 と し て 過 疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 定 め る も の

（ 当 該 事 業 の 実 施 の た め に 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十

七 号 ） 第 二 百 四 十 一 条 の 規 定 に よ り 設 け ら れ る 基 金 の 積 立 て を 含

む 。 次 項 に お い て 「 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 特 別 事 業 」 と い う 。 ） の 実

施 に つ き 当 該 市 町 村 が 必 要 と す る 経 費 （ 出 資 及 び 施 設 の 整 備 に つ

き 必 要 と す る 経 費 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 地 方 財 政 法 第 五 条 各 号 に

掲 げ る 経 費 に 該 当 し な い も の に つ い て も 、 人 口 、 面 積 、 財 政 状 況 そ

の 他 の 条 件 を 考 慮 し て 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た 額

の 範 囲 内 に 限 り 、 地 方 債 を も っ て そ の 財 源 と す る こ と が で き る 。 

３ 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 第 一 項 に 規 定 す る 出 資 若 し く は 施 設

の 整 備 又 は 過 疎 地 域 持 続 的 発 展 特 別 事 業 の 実 施 に つ き 過 疎 地 域 の

市 町 村 が 必 要 と す る 経 費 の 財 源 に 充 て る た め 起 こ し た 地 方 債 （ 当

該 地 方 債 を 財 源 と し て 設 置 し た 施 設 に 関 す る 事 業 の 経 営 に 伴 う 収

入 を 当 該 地 方 債 の 元 利 償 還 に 充 て る こ と が で き る も の を 除 く 。 ）

 二 十 三 太 陽 光 、 バ イ オ マ ス を 熱 源 と す る 熱 そ の 他 の 自 然 エ ネ ル

ギ ー を 利 用 す る た め の 施 設 で 政 令 で 定 め る も の 

 二 十 四 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 政 令 で 定 め る 施 設 

２ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 地 域 医 療 の 確 保 、 住 民 の 日 常 的 な

移 動 の た め の 交 通 手 段 の 確 保 、 集 落 の 維 持 及 び 活 性 化 そ の 他 の 住

民 が 将 来 に わ た り 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 地 域 社 会 の

実 現 を 図 る た め 特 別 に 地 方 債 を 財 源 と し て 行 う こ と が 必 要 と 認 め

ら れ る 事 業 と し て 過 疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 定 め る も の

（ 当 該 事 業 の 実 施 の た め に 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十

七 号 ） 第 二 百 四 十 一 条 の 規 定 に よ り 設 け ら れ る 基 金 の 積 立 て を 含

む 。 次 項 に お い て 「 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 事 業 」 と い う 。 ） の 実 施

に つ き 当 該 市 町 村 が 必 要 と す る 経 費 （ 出 資 及 び 施 設 の 整 備 に つ き

必 要 と す る 経 費 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 地 方 財 政 法 第 五 条 各 号 に 規

定 す る 経 費 に 該 当 し な い も の に つ い て も 、 人 口 、 面 積 、 財 政 状 況 そ

の 他 の 条 件 を 考 慮 し て 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た 額

の 範 囲 内 に 限 り 、 地 方 債 を も っ て そ の 財 源 と す る こ と が で き る 。 

３ 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 第 一 項 に 規 定 す る 出 資 若 し く は 施 設

の 整 備 又 は 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 事 業 の 実 施 に つ き 過 疎 地 域 の 市

町 村 が 必 要 と す る 経 費 の 財 源 に 充 て る た め 起 こ し た 地 方 債 （ 当 該

地 方 債 を 財 源 と し て 設 置 し た 施 設 に 関 す る 事 業 の 経 営 に 伴 う 収 入

を 当 該 地 方 債 の 元 利 償 還 に 充 て る こ と が で き る も の を 除 く 。 ） で 、
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で 、 総 務 大 臣 が 指 定 し た も の に 係 る 元 利 償 還 に 要 す る 経 費 は 、 地

方 交 付 税 法 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 市 町 村 に 交 付 す べ き 地 方

交 付 税 の 額 の 算 定 に 用 い る 基 準 財 政 需 要 額 に 算 入 す る も の と す

る 。 

 

 （ 資 金 の 確 保 等 ） 

第 十 五 条 国 は 、 市 町 村 計 画 又 は 都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業

の 実 施 に 関 し 、 必 要 な 資 金 の 確 保 そ の 他 の 援 助 に 努 め な け れ ば な

ら な い 。 

 

   第 四 章 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の そ の 他 の 特 別

措 置 

 （ 基 幹 道 路 の 整 備 ） 

第 十 六 条  過 疎 地 域 に お け る 基 幹 的 な 市 町 村 道 並 び に 市 町 村 が 管 理

す る 基 幹 的 な 農 道 、 林 道 及 び 漁 港 関 連 道 （ 過 疎 地 域 と そ の 他 の 地

域 を 連 絡 す る 基 幹 的 な 市 町 村 道 並 び に 市 町 村 が 管 理 す る 基 幹 的 な

農 道 、 林 道 及 び 漁 港 関 連 道 を 含 む 。 ） で 政 令 で 定 め る 関 係 行 政 機 関

の 長 が 指 定 す る も の （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 基 幹 道 路 」 と い う 。 ）

の 新 設 及 び 改 築 に つ い て は 、 他 の 法 令 の 規 定 に か か わ ら ず 、 都 道

府 県 計 画 に 基 づ い て 、 都 道 府 県 が 行 う こ と が で き る 。 

２  都 道 府 県 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 市 町 村 道 の 新 設 又 は 改 築 を 行 う

総 務 大 臣 が 指 定 し た も の に 係 る 元 利 償 還 に 要 す る 経 費 は 、 地 方 交

付 税 法 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 市 町 村 に 交 付 す べ き 地 方 交 付

税 の 額 の 算 定 に 用 い る 基 準 財 政 需 要 額 に 算 入 す る も の と す る 。 

 

 

 （ 資 金 の 確 保 等 ） 

第 十 三 条 国 は 、 市 町 村 計 画 又 は 都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業

の 実 施 に 関 し 、 必 要 な 資 金 の 確 保 そ の 他 の 援 助 に 努 め な け れ ば な

ら な い 。 

 

   第 四 章 過 疎 地 域 自 立 促 進 の た め の そ の 他 の 特 別 措 置 

 

 （ 基 幹 道 路 の 整 備 ） 

第 十 四 条  過 疎 地 域 に お け る 基 幹 的 な 市 町 村 道 並 び に 市 町 村 が 管 理

す る 基 幹 的 な 農 道 、 林 道 及 び 漁 港 関 連 道 （ 過 疎 地 域 と そ の 他 の 地

域 を 連 絡 す る 基 幹 的 な 市 町 村 道 並 び に 市 町 村 が 管 理 す る 基 幹 的 な

農 道 、 林 道 及 び 漁 港 関 連 道 を 含 む 。 ） で 政 令 で 定 め る 関 係 行 政 機 関

の 長 が 指 定 す る も の （ 以 下 「 基 幹 道 路 」 と い う 。 ） の 新 設 及 び 改 築

に つ い て は 、 他 の 法 令 の 規 定 に か か わ ら ず 、 都 道 府 県 計 画 に 基 づ

い て 、 都 道 府 県 が 行 う こ と が で き る 。 

２  都 道 府 県 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 市 町 村 道 の 新 設 又 は 改 築 を 行 う
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場 合 に お い て は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 市 町 村 道 の 道

路 管 理 者 （ 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 一 項

に 規 定 す る 道 路 管 理 者 を い う 。 ） に 代 わ っ て そ の 権 限 を 行 う も の と

す る 。 

３  第 一 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 行 う 基 幹 道 路 の 新 設 及 び 改 築 に

係 る 事 業 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 基 幹 道 路 整 備 事 業 」 と い う 。 ） に

要 す る 経 費 に つ い て は 、 当 該 都 道 府 県 が 負 担 す る 。 

４  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 基 幹 道 路 整 備 事 業 を 行 う 都 道 府 県 は 、

当 該 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 係 る 基 幹 道 路 の 存 す る 市 町 村 に 対 し 、 当

該 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 の 全 部 又 は 一 部 を 負 担 さ せ る こ

と が で き る 。 

５  前 項 の 経 費 に つ い て 市 町 村 が 負 担 す べ き 額 は 、 当 該 市 町 村 の 意

見 を 聴 い た 上 、 同 項 の 都 道 府 県 の 議 会 の 議 決 を 経 て 定 め な け れ ば

な ら な い 。 

６  基 幹 道 路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 に 係 る 国 の 負 担 又 は 補 助 に つ い

て は 、 基 幹 道 路 を 都 道 府 県 道 又 は 都 道 府 県 が 管 理 す る 農 道 、 林 道

若 し く は 漁 港 関 連 道 と み な す 。 

７  第 三 項 の 規 定 に よ り 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 を 負 担 す る

都 道 府 県 が 後 進 地 域 の 開 発 に 関 す る 公 共 事 業 に 係 る 国 の 負 担 割 合

の 特 例 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 百 十 二 号 。 以 下 こ の 条

及 び 次 条 第 九 項 に お い て 「 負 担 特 例 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に

場 合 に お い て は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 市 町 村 道 の 道

路 管 理 者 （ 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 一 項

に 規 定 す る 道 路 管 理 者 を い う 。 ） に 代 わ っ て そ の 権 限 を 行 う も の と

す る 。 

３  第 一 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 行 う 基 幹 道 路 の 新 設 及 び 改 築 に

係 る 事 業 （ 以 下 「 基 幹 道 路 整 備 事 業 」 と い う 。 ） に 要 す る 経 費 に つ

い て は 、 当 該 都 道 府 県 が 負 担 す る 。 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

４  基 幹 道 路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 に 係 る 国 の 負 担 又 は 補 助 に つ い

て は 、 基 幹 道 路 を 都 道 府 県 道 又 は 都 道 府 県 が 管 理 す る 農 道 、 林 道

若 し く は 漁 港 関 連 道 と み な す 。 
５  第 三 項 の 規 定 に よ り 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 を 負 担 す る

都 道 府 県 が 後 進 地 域 の 開 発 に 関 す る 公 共 事 業 に 係 る 国 の 負 担 割 合

の 特 例 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 百 十 二 号 。 以 下 「 負 担 特

例 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 適 用 団 体 で あ る 場 合 に お
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規 定 す る 適 用 団 体 で あ る 場 合 に お い て は 、 基 幹 道 路 整 備 事 業 （ 北

海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 に お け る 基 幹 道 路 整 備 事 業 で そ の 事 業 に

係 る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 割 合 が こ れ ら の 区 域 以 外 の 区 域 に お け

る そ の 事 業 に 相 当 す る 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 通 常 の 国 の 負 担 割

合 と 異 な る も の を 除 く 。 ） を 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 開 発 指 定 事 業 と

み な し て 、 負 担 特 例 法 の 規 定 を 適 用 す る 。 

８  北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 に お け る 基 幹 道 路 整 備 事 業 で そ の 事

業 に 係 る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 割 合 が こ れ ら の 区 域 以 外 の 区 域 に

お け る そ の 事 業 に 相 当 す る 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 通 常 の 国 の 負

担 割 合 と 異 な る も の に つ い て は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 基 幹 道

路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 を 負 担 す る 都 道 府 県 が 負 担 特 例 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 適 用 団 体 で あ る 場 合 に お い て は 、 国 は 、 第 一 号

に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 が 第 二 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 を 超 え る も

の に あ っ て は 第 一 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 に よ り 算 定 し た 額 に 相

当 す る 額 を 、 第 一 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 が 第 二 号 に 掲 げ る 国 の

負 担 割 合 を 超 え な い も の に あ っ て は 第 二 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合

に よ り 算 定 し た 額 に 相 当 す る 額 を 、 そ れ ぞ れ 負 担 し 、 又 は 補 助 す

る も の と す る 。 

 一  北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 以 外 の 区 域 に お け る 基 幹 道 路 整 備

事 業 に 相 当 す る 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 通 常 の 国 の 負 担 割 合 を

こ れ ら の 区 域 に お け る 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 国

い て は 、 基 幹 道 路 整 備 事 業 （ 北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 に お け る

基 幹 道 路 整 備 事 業 で 当 該 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 割 合 が

こ れ ら の 区 域 以 外 の 区 域 に お け る 当 該 事 業 に 相 当 す る 事 業 に 係 る

経 費 に 対 す る 通 常 の 国 の 負 担 割 合 と 異 な る も の を 除 く 。 ） を 同 条 第

二 項 に 規 定 す る 開 発 指 定 事 業 と み な し て 、 負 担 特 例 法 の 規 定 を 適

用 す る 。 

６  北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 に お け る 基 幹 道 路 整 備 事 業 で 当 該 事

業 に 係 る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 割 合 が こ れ ら の 区 域 以 外 の 区 域 に

お け る 当 該 事 業 に 相 当 す る 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 通 常 の 国 の 負

担 割 合 と 異 な る も の に つ い て は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 当 該 基 幹 道

路 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 を 負 担 す る 都 道 府 県 が 負 担 特 例 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 適 用 団 体 で あ る 場 合 に お い て は 、 国 は 、 第 一 号

に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 が 第 二 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 を 超 え る も

の に あ っ て は 、 第 一 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 に よ り 算 定 し た 額 に

相 当 す る 額 を 、 第 一 号 に 掲 げ る 国 の 負 担 割 合 が 第 二 号 に 掲 げ る 国

の 負 担 割 合 を 超 え な い も の に あ っ て は 、 第 二 号 に 掲 げ る 国 の 負 担

割 合 に よ り 算 定 し た 額 に 相 当 す る 額 を 負 担 し 、 又 は 補 助 す る も の

と す る 。 

 一  北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 以 外 の 区 域 に お け る 当 該 基 幹 道 路

整 備 事 業 に 相 当 す る 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 通 常 の 国 の 負 担 割

合 を こ れ ら の 区 域 に お け る 当 該 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 係 る 経 費 に
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の 負 担 割 合 と し て 負 担 特 例 法 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に

よ り 算 定 し た 国 の 負 担 割 合 

 二  北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 に お け る 基 幹 道 路 整 備 事 業 に 係 る

経 費 に 対 す る 国 の 負 担 割 合 

 

 （ 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠
き よ

等 の 整 備 ） 

第 十 七 条  過 疎 地 域 に お け る 市 町 村 が 管 理 す る 公 共 下 水 道 の う ち 、

広 域 の 見 地 か ら 設 置 す る 必 要 が あ る も の で あ っ て 、 過 疎 地 域 の 市

町 村 の み で は 設 置 す る こ と が 困 難 な も の と し て 国 土 交 通 大 臣 が 指

定 す る も の の 幹 線 管 渠
き よ

、 終 末 処 理 場 及 び ポ ン プ 施 設 （ 以 下 こ の 条

に お い て 「 幹 線 管 渠 等 」 と い う 。 ） の 設 置 に つ い て は 、 下 水 道 法 （ 昭

和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、

都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 、 都 道 府 県 が 行 う こ と が で き る 。 

２  前 項 の 指 定 は 、 公 共 下 水 道 管 理 者 （ 下 水 道 法 第 四 条 第 一 項 に 規

定 す る 公 共 下 水 道 管 理 者 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） で あ

る 市 町 村 の 申 請 に 基 づ い て 行 う も の と す る 。 

３  都 道 府 県 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の 設

置 を 行 う 場 合 に お い て は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 公 共

下 水 道 の 公 共 下 水 道 管 理 者 に 代 わ っ て そ の 権 限 を 行 う も の と す

る 。 

４  第 一 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の 設 置

対 す る 国 の 負 担 割 合 と し て 負 担 特 例 法 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項

の 規 定 に よ り 算 定 し た 国 の 負 担 割 合 

 二  北 海 道 及 び 奄 美 群 島 の 区 域 に お け る 当 該 基 幹 道 路 整 備 事 業 に

係 る 経 費 に 対 す る 国 の 負 担 割 合 

 

 （ 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠
き よ

等 の 整 備 ） 

第 十 五 条  過 疎 地 域 に お け る 市 町 村 が 管 理 す る 公 共 下 水 道 の う ち 、

広 域 の 見 地 か ら 設 置 す る 必 要 が あ る も の で あ っ て 、 過 疎 地 域 の 市

町 村 の み で は 設 置 す る こ と が 困 難 な も の と し て 国 土 交 通 大 臣 が 指

定 す る も の の 幹 線 管 渠
き よ

、 終 末 処 理 場 及 び ポ ン プ 施 設 （ 以 下 「 幹 線 管

渠 等 」 と い う 。 ） の 設 置 に つ い て は 、 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律

第 七 十 九 号 ） 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 都 道 府 県 計 画 に

基 づ い て 、 都 道 府 県 が 行 う こ と が で き る 。 

２  前 項 の 指 定 は 、 当 該 公 共 下 水 道 の 公 共 下 水 道 管 理 者 （ 下 水 道 法

第 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 共 下 水 道 管 理 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で

あ る 市 町 村 の 申 請 に 基 づ い て 行 う も の と す る 。 

３  都 道 府 県 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の 設

置 を 行 う 場 合 に お い て は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 公 共

下 水 道 の 公 共 下 水 道 管 理 者 に 代 わ っ て そ の 権 限 を 行 う も の と す

る 。 

４  第 一 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の 設 置



 二 九

を 行 う 場 合 に お い て は 、 下 水 道 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 当 該 都 道 府 県 を 公 共 下 水 道 管 理 者 と み な す 。 

５  第 一 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 行 う 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の

設 置 に 係 る 事 業 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整

備 事 業 」 と い う 。 ） に 要 す る 経 費 に つ い て は 、 当 該 都 道 府 県 が 負 担

す る 。 

６  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 を 行

う 都 道 府 県 は 、 当 該 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 に 係 る 公 共 下

水 道 管 理 者 で あ る 市 町 村 に 対 し 、 当 該 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備

事 業 に 要 す る 経 費 の 全 部 又 は 一 部 を 負 担 さ せ る こ と が で き る 。 

７  前 項 の 経 費 に つ い て 市 町 村 が 負 担 す べ き 額 は 、 当 該 市 町 村 の 意

見 を 聴 い た 上 、 同 項 の 都 道 府 県 の 議 会 の 議 決 を 経 て 定 め な け れ ば

な ら な い 。 

８  公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 に 係 る 国 の 補 助 及

び 資 金 の 融 通 に つ い て は 、 当 該 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 に

係 る 公 共 下 水 道 を 都 道 府 県 が 設 置 す る 公 共 下 水 道 と み な す 。 

９  負 担 特 例 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ っ て 算 定 し た 同 項 に 規

定 す る 財 政 力 指 数 が 〇 ・ 四 六 に 満 た な い 都 道 府 県 が 行 う 公 共 下 水

道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 に 係 る 経 費 に 対 す る 国 の 補 助 の 割 合 に つ い

て は 、 負 担 特 例 法 第 三 条 及 び 第 四 条 の 規 定 の 例 に よ る 。 た だ し 、 負

担 特 例 法 第 三 条 中 「 適 用 団 体 」 と あ る の は 、 「 過 疎 地 域 の 持 続 的 発

を 行 う 場 合 に お い て は 、 下 水 道 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 当 該 都 道 府 県 を 公 共 下 水 道 管 理 者 と み な す 。 

５  第 一 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が 行 う 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の

設 置 に 係 る 事 業 （ 以 下 「 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 」 と い う 。 ） 

に 要 す る 経 費 に つ い て は 、 当 該 都 道 府 県 が 負 担 す る 。 

 

６  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 を 行

う 都 道 府 県 は 、 当 該 公 共 下 水 道 の 公 共 下 水 道 管 理 者 で あ る 市 町 村

に 対 し 、 当 該 事 業 に 要 す る 経 費 の 全 部 又 は 一 部 を 負 担 さ せ る こ と

が で き る 。 

７  前 項 の 経 費 に つ い て 市 町 村 が 負 担 す べ き 額 は 、 当 該 市 町 村 の 意

見 を 聴 い た 上 、 当 該 都 道 府 県 の 議 会 の 議 決 を 経 て 定 め な け れ ば な

ら な い 。 

８  公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 に 要 す る 経 費 に 係 る 国 の 補 助 及

び 資 金 の 融 通 に つ い て は 、 当 該 事 業 に 係 る 公 共 下 水 道 を 都 道 府 県

が 設 置 す る 公 共 下 水 道 と み な す 。 

９  負 担 特 例 法 第 二 条 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ っ て 算 定 し た 同 項 に 規

定 す る 財 政 力 指 数 が 〇 ・ 四 六 に 満 た な い 都 道 府 県 （ 以 下 「 特 定 都 道

府 県 」 と い う 。 ） が 行 う 公 共 下 水 道 幹 線 管 渠 等 整 備 事 業 に 係 る 経 費

に 対 す る 国 の 補 助 の 割 合 に つ い て は 、 負 担 特 例 法 第 三 条 及 び 第 四

条 の 規 定 の 例 に よ る 。 た だ し 、 負 担 特 例 法 第 三 条 中 「 適 用 団 体 」 と



 

 

三 〇

展 の 支 援 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 令 和 三 年 法 律 第   号 ） 第 十 七

条 第 九 項 に 規 定 す る 都 道 府 県 」 と す る 。 

 

 （ 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 ） 

第 十 八 条  都 道 府 県 は 、 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 を 図

る た め 、 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 の う ち 、 老 人 福 祉 法 （ 昭 和

三 十 八 年 法 律 第 百 三 十 三 号 ） 第 五 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 便 宜 を

供 与 し 、 あ わ せ て 高 齢 者 の 居 住 の 用 に 供 す る た め の 施 設 の 整 備 に

要 す る 費 用 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

２  国 は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 都 道 府 県 が 前 項 の 規 定 に よ り 補

助 す る 費 用 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

３  国 は 、 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 、 都 道

府 県 が 都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 第 一 項 に 規 定 す る 施 設 の 整 備 を し

よ う と す る と き は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 当 該 整 備 に 要 す る 費

用 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

４ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 介 護 サ ー ビ ス の 確 保

及 び 充 実 を 図 る た め 、 老 人 福 祉 法 第 五 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 老

人 居 宅 生 活 支 援 事 業 に 係 る 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 、 介 護 サ ー ビ ス に

従 事 す る 者 の 確 保 、 介 護 施 設 の 整 備 、 提 供 さ れ る 介 護 サ ー ビ ス の

内 容 の 充 実 等 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

あ る の は 、 「 特 定 都 道 府 県 」 と す る 。 

 

 

 （ 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 ） 

第 十 八 条  都 道 府 県 は 、 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 を 図

る た め 、 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 行 う 事 業 の う ち 、 老 人 福 祉 法 （ 昭 和

三 十 八 年 法 律 第 百 三 十 三 号 ） 第 五 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 便 宜 を

供 与 し 、 あ わ せ て 高 齢 者 の 居 住 の 用 に 供 す る た め の 施 設 の 整 備 に

要 す る 費 用 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

２  国 は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 都 道 府 県 が 前 項 の 規 定 に よ り 補

助 す る 費 用 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

３  国 は 、 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 、 都 道

府 県 が 都 道 府 県 計 画 に 基 づ い て 第 一 項 に 規 定 す る 施 設 の 整 備 を し

よ う と す る と き は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 当 該 整 備 に 要 す る 費

用 の 一 部 を 補 助 す る こ と が で き る 。 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 



 三 一

第 十 九 条 国 は 、 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 、

過 疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 高 齢 者 の 自 主 的 活 動 の

助 長 と 福 祉 の 増 進 を 図 る た め の 集 会 施 設 の 建 設 を し よ う と す る と

き は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 当 該 建 設 に 要 す る 費 用 の 一 部 を 補

助 す る こ と が で き る 。 

 

 （ 医 療 の 確 保 ） 

第 二 十 条 都 道 府 県 は 、 過 疎 地 域 に お け る 医 療 を 確 保 す る た め 、 都

道 府 県 計 画 に 基 づ い て 、 無 医 地 区 に 関 し 次 に 掲 げ る 事 業 を 実 施 し

な け れ ば な ら な い 。 

 一 診 療 所 の 設 置 

 二 患 者 輸 送 車 （ 患 者 輸 送 艇 を 含 む 。 ） の 整 備 

 三 定 期 的 な 巡 回 診 療 

 四 保 健 師 に よ る 保 健 指 導 等 の 活 動 

 五 医 療 機 関 の 協 力 体 制 （ 救 急 医 療 用 の 機 器 を 装 備 し た ヘ リ コ プ

タ ー 等 に よ り 患 者 を 輸 送 し 、 か つ 、 そ の 輸 送 中 に 医 療 を 行 う 体

制 を 含 む 。 第 八 項 に お い て 同 じ 。 ） の 整 備 

 六 そ の 他 無 医 地 区 の 医 療 の 確 保 に 必 要 な 事 業 

２ 都 道 府 県 は 、 前 項 に 規 定 す る 事 業 を 実 施 す る 場 合 に お い て 特 に

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 病 院 又 は 診 療 所 の 開 設 者 又 は 管 理 者

に 対 し 、 次 に 掲 げ る 事 業 に つ き 、 協 力 を 要 請 す る こ と が で き る 。 

第 十 九 条  国 は 、 過 疎 地 域 に お け る 高 齢 者 の 福 祉 の 増 進 を 図 る た め 、 

過 疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 高 齢 者 の 自 主 的 活 動 の

助 長 と 福 祉 の 増 進 を 図 る た め の 集 会 施 設 の 建 設 を し よ う と す る と

き は 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 、 当 該 建 設 に 要 す る 費 用 の 一 部 を 補

助 す る こ と が で き る 。 

 

 （医療の確保） 

第十六条 都道府県は、過疎地域における医療を確保するため、都

道府県計画に基づいて、無医地区に関し次に掲げる事業を実施し

なければならない。 

 一 診療所の設置 

 二 患者輸送車（患者輸送艇を含む。）の整備 

 三 定期的な巡回診療 

 四 保健師による保健指導等の活動 

 五 医療機関の協力体制の整備 

 

 

 六 その他無医地区の医療の確保に必要な事業 

２ 都道府県は、前項に規定する事業を実施する場合において特に

必要があると認めるときは、病院又は診療所の開設者又は管理者

に対し、次に掲げる事業につき、協力を要請することができる。 



 

 

三 二

 一 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 派 遣 

 二 巡 回 診 療 車 （ 巡 回 診 療 船 を 含 む 。 ） に よ る 巡 回 診 療 

３ 国 及 び 都 道 府 県 は 、 過 疎 地 域 内 の 無 医 地 区 に お け る 診 療 に 従 事

す る 医 師 若 し く は 歯 科 医 師 又 は こ れ を 補 助 す る 看 護 師 （ 第 七 項 及

び 第 八 項 に お い て 「 医 師 等 」 と い う 。 ） の 確 保 そ の 他 当 該 無 医 地 区

に お け る 医 療 の 確 保 （ 当 該 診 療 に 従 事 す る 医 師 又 は 歯 科 医 師 を 派

遣 す る 病 院 に 対 す る 助 成 を 含 む 。 ） に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

４ 都 道 府 県 は 、 第 一 項 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 事 業 の 実 施 に 要 す る

費 用 を 負 担 す る 。 

５ 国 は 、 前 項 の 費 用 の う ち 第 一 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 掲 げ る

事 業 及 び 第 二 項 に 規 定 す る 事 業 に 係 る も の に つ い て 、 政 令 で 定 め

る と こ ろ に よ り 、 そ の 二 分 の 一 を 補 助 す る も の と す る 。 た だ し 、 他

の 法 令 の 規 定 に よ り 二 分 の 一 を 超 え る 国 の 負 担 割 合 が 定 め ら れ て

い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

６ 国 及 び 都 道 府 県 は 、 過 疎 地 域 に お け る 医 療 を 確 保 す る た め 、 過

疎 地 域 の 市 町 村 が 市 町 村 計 画 に 基 づ い て 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 業

を 実 施 し よ う と す る と き は 、 当 該 事 業 が 円 滑 に 実 施 さ れ る よ う 適

切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

７ 都 道 府 県 は 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 ） 第 三 十 条 の

四 第 一 項 に 規 定 す る 医 療 計 画 を 作 成 す る に 当 た っ て は 、 過 疎 地 域

に お け る 医 療 の 特 殊 事 情 に 鑑 み 、 過 疎 地 域 に お い て 医 師 等 の 確 保 、

 一 医師又は歯科医師の派遣 

 二 巡回診療車（巡回診療船を含む。）による巡回診療 

３ 国及び都道府県は、過疎地域内の無医地区における診療に従事

する医師若しくは歯科医師又はこれを補助する看護師の確保その

他当該無医地区における医療の確保（当該診療に従事する医師又

は歯科医師を派遣する病院に対する助成を含む。）に努めなければ

ならない。 

４ 都道府県は、第一項及び第二項に規定する事業の実施に要する

費用を負担する。 

５ 国は、前項の費用のうち第一項第一号から第三号までに掲げる

事業及び第二項に規定する事業に係るものについて、政令で定め

るところにより、その二分の一を補助するものとする。ただし、他

の法令の規定により二分の一を超える国の負担割合が定められて

いる場合は、この限りでない。 

第十七条  国及び都道府県は、過疎地域における医療を確保するた

め、過疎地域の市町村が市町村計画に基づいて前条第一項各号に

掲げる事業を実施しようとするときは、当該事業が円滑に実施さ

れるよう適切な配慮をするものとする。 

 （ 新 設 ） 
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病 床 の 確 保 等 に よ り 必 要 な 医 療 が 確 保 さ れ る よ う 適 切 な 配 慮 を す

る も の と す る 。 

８ 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域

に お い て 、 必 要 な 医 師 等 の 確 保 、 定 期 的 な 巡 回 診 療 、 医 療 機 関 の 協

力 体 制 の 整 備 等 に よ り 医 療 の 充 実 が 図 ら れ る よ う 適 切 な 配 慮 を す

る も の と す る 。 

 

 （ 株 式 会 社 日 本 政 策 金 融 公 庫 等 か ら の 資 金 の 貸 付 け ） 

第 二 十 一 条  株 式 会 社 日 本 政 策 金 融 公 庫 又 は 沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫

は 、 過 疎 地 域 に お い て 農 業 （ 畜 産 業 を 含 む 。 ） 、 林 業 若 し く は 漁 業 を

営 む 者 又 は こ れ ら の 者 の 組 織 す る 法 人 に 対 し 、 そ の 者 又 は そ の 法

人 が 農 林 水 産 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 作 成 し た 農 林 漁 業 の 経 営

改 善 又 は 振 興 の た め の 計 画 で あ っ て 農 林 水 産 省 令 で 定 め る 基 準 に

適 合 す る 旨 の 都 道 府 県 の 認 定 を 受 け た も の を 実 施 す る た め に 必 要

な 資 金 の 貸 付 け を 行 う も の と す る 。 

 

 

（ 削 る ） 

 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 （株式会社日本政策金融公庫等からの資金の貸付け） 

第二十六条  株式会社日本政策金融公庫又は沖縄振興開発金融公庫

は、過疎地域において農業（畜産業を含む。）、林業若しくは漁業を

営む者又はこれらの者の組織する法人に対し、その者又はその法

人が農林水産省令で定めるところにより作成した農林漁業の経営

改善又は振興のための計画であって農林水産省令で定める基準に

適合する旨の都道府県の認定を受けたものを実施するために必要

な資金の貸付けを行うものとする。 

 

 （中小企業に対する資金の確保） 
第二十七条  国は、過疎地域において事業を行う中小企業者が経済

産業省令で定めるところにより作成した経営改善のための計画で

あって経済産業省令で定める基準に適合する旨の都道府県の認定

を受けたものに基づく事業の実施に関し、当該事業者が必要とす



 

 

三 四

 

 

 

 

 

 

 （ 沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫 か ら の 資 金 の 貸 付 け ） 

第 二 十 二 条  沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫 は 、 市 町 村 計 画 の う ち 集 落 の 整

備 に 関 す る 事 項 に 係 る 計 画 に の っ と っ て 過 疎 地 域 の 市 町 村 の 住 民

が 行 う 住 宅 の 建 設 若 し く は 購 入 又 は 住 宅 の 建 設 若 し く は 購 入 に 付

随 す る 土 地 若 し く は 借 地 権 の 取 得 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う 必 要 な 資

金 の 貸 付 け に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

（ 削 る ） 

 

 

 

 

 

 

 （ 減 価 償 却 の 特 例 ） 

る資金の確保に努めなければならない。 

２  国及び都道府県は、前項に定めるもののほか、過疎地域におい

て中小企業者が行う事業であって第一条の目的の達成に資すると

認められるものの実施に関し、当該事業者が必要とする資金の確

保に努めなければならない。 

 

 （沖縄振興開発金融公庫からの資金の貸付け） 

第二十八条  沖縄振興開発金融公庫は、市町村計画のうち集落の整

備に関する事項に係る計画にのっとって過疎地域の市町村の住民

が行う住宅の建設若しくは購入又は住宅の建設若しくは購入に付

随する土地若しくは借地権の取得が円滑に行われるよう必要な資

金の貸付けについて適切な配慮をするものとする。 

 

 （事業用資産の買換えの場合の課税の特例） 

第二十九条  過疎地域以外の地域にある事業用資産を譲渡して過疎

地域内にある事業用資産を取得した場合においては、租税特別措

置法（昭和三十二年法律第二十六号）の定めるところにより、特定

の事業用資産の買換えの場合の課税の特例の適用があるものとす

る。 

 

 （減価償却の特例） 
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第 二 十 三 条 市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 産 業 振 興 促 進 区 域 内 に お い て

当 該 市 町 村 計 画 に 振 興 す べ き 業 種 と し て 定 め ら れ た 製 造 業 、 情 報

サ ー ビ ス 業 等 、 農 林 水 産 物 等 販 売 業 （ 産 業 振 興 促 進 区 域 内 に お い

て 生 産 さ れ た 農 林 水 産 物 又 は 当 該 農 林 水 産 物 を 原 料 若 し く は 材 料

と し て 製 造 、 加 工 若 し く は 調 理 を し た も の を 店 舗 に お い て 主 に 他

の 地 域 の 者 に 販 売 す る こ と を 目 的 と す る 事 業 を い う 。 次 条 に お い

て 同 じ 。 ） 又 は 旅 館 業 （ 下 宿 営 業 を 除 く 。 次 条 に お い て 同 じ 。 ） の 用

に 供 す る 設 備 の 取 得 等 （ 取 得 又 は 製 作 若 し く は 建 設 を い い 、 建 物

及 び そ の 附 属 設 備 に あ っ て は 改 修 （ 増 築 、 改 築 、 修 繕 又 は 模 様 替 を

い う 。 ） の た め の 工 事 に よ る 取 得 又 は 建 設 を 含 む 。 次 条 に お い て 同

じ 。 ） を し た 者 が あ る 場 合 に は 、 当 該 設 備 を 構 成 す る 機 械 及 び 装 置

並 び に 建 物 及 び そ の 附 属 設 備 に つ い て は 、 租 税 特 別 措 置 法 （ 昭 和

三 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ り 、 特 別 償 却 を 行

う こ と が で き る 。 

 

 （ 地 方 税 の 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 ） 

第 二 十 四 条  地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 ） 第 六 条

の 規 定 に よ り 、 地 方 公 共 団 体 が 、 市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 産 業 振

興 促 進 区 域 内 に お い て 当 該 市 町 村 計 画 に 振 興 す べ き 業 種 と し て 定

め ら れ た 製 造 業 、 情 報 サ ー ビ ス 業 等 、 農 林 水 産 物 等 販 売 業 若 し く

は 旅 館 業 の 用 に 供 す る 設 備 の 取 得 等 を し た 者 に つ い て 、 そ の 事 業

第三十条  過疎地域内において製造の事業、農林水産物等販売業（過

疎地域内において生産された農林水産物又は当該農林水産物を原

料若しくは材料として製造、加工若しくは調理をしたものを店舗

において主に他の地域の者に販売することを目的とする事業をい

う。以下同じ。）又は旅館業（下宿営業を除く。以下同じ。）の用に

供する設備を新設し、又は増設した者がある場合において、当該

新設又は増設により、当該過疎地域内における雇用の増大に寄与

すると認められるときは、当該新設又は増設に伴い新たに取得し、

又は製作し、若しくは建設した機械及び装置（製造の事業又は農

林水産物等販売業の用に供するものに限る。以下同じ。）並びに建

物及びその附属設備については、租税特別措置法の定めるところ

により、特別償却を行うことができる。 

 

 

 

 （地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置） 

第三十一条  地方税法（昭和二十五年法律第二百二十六号）第六条

の規定により、地方公共団体が、過疎地域内において製造の事業、

農林水産物等販売業若しくは旅館業の用に供する設備を新設し、

若しくは増設した者について、その事業に対する事業税、その事

業に係る建物若しくはその敷地である土地の取得に対する不動産
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に 対 す る 事 業 税 、 そ の 事 業 に 係 る 建 物 若 し く は そ の 敷 地 で あ る 土

地 の 取 得 に 対 す る 不 動 産 取 得 税 若 し く は そ の 事 業 に 係 る 機 械 及 び

装 置 若 し く は そ の 事 業 に 係 る 建 物 若 し く は そ の 敷 地 で あ る 土 地 に

対 す る 固 定 資 産 税 を 課 さ な か っ た 場 合 若 し く は 産 業 振 興 促 進 区 域

内 に お い て 畜 産 業 若 し く は 水 産 業 を 行 う 個 人 に つ い て 、 そ の 事 業

に 対 す る 事 業 税 を 課 さ な か っ た 場 合 又 は こ れ ら の 者 に つ い て 、 こ

れ ら の 地 方 税 に 係 る 不 均 一 の 課 税 を し た 場 合 に お い て 、 こ れ ら の

措 置 が 総 務 省 令 で 定 め る 場 合 に 該 当 す る も の と 認 め ら れ る と き

は 、 地 方 交 付 税 法 第 十 四 条 の 規 定 に よ る 当 該 地 方 公 共 団 体 の 各 年

度 に お け る 基 準 財 政 収 入 額 は 、 同 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 地

方 公 共 団 体 の 当 該 各 年 度 分 の 減 収 額 （ 事 業 税 又 は 固 定 資 産 税 に 関

す る こ れ ら の 措 置 に よ る 減 収 額 に あ っ て は 、 こ れ ら の 措 置 が さ れ

た 最 初 の 年 度 以 降 三 箇 年 度 （ 個 人 の 行 う 畜 産 業 及 び 水 産 業 に 対 す

る も の に あ っ て は 、 総 務 省 令 で 定 め る 期 間 に 係 る 年 度 ） に お け る

も の に 限 る 。 ） の う ち 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 算 定 し た 額 を

同 条 の 規 定 に よ る 当 該 地 方 公 共 団 体 の 当 該 各 年 度 （ こ れ ら の 措 置

が 総 務 省 令 で 定 め る 日 以 後 に お い て 行 わ れ た と き は 、 当 該 減 収 額

に つ い て 当 該 各 年 度 の 翌 年 度 ） に お け る 基 準 財 政 収 入 額 と な る べ

き 額 か ら 控 除 し た 額 と す る 。 

 

   第 五 章 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 の た め の 配 慮 

取得税若しくはその事業に係る機械及び装置若しくはその事業に

係る建物若しくはその敷地である土地に対する固定資産税を課さ

なかった場合若しくは過疎地域内において畜産業若しくは水産業

を行う個人について、その事業に対する事業税を課さなかった場

合又はこれらの者について、これらの地方税に係る不均一の課税

をした場合において、これらの措置が総務省令で定める場合に該

当するものと認められるときは、地方交付税法第十四条の規定に

よる当該地方公共団体の各年度における基準財政収入額は、同条

の規定にかかわらず、当該地方公共団体の当該各年度分の減収額

（事業税又は固定資産税に関するこれらの措置による減収額にあ

っては、これらの措置がされた最初の年度以降三箇年度（個人の

行う畜産業及び水産業に対するものにあっては、総務省令で定め

る期間に係る年度）におけるものに限る。）のうち総務省令で定め

るところにより算定した額を同条の規定による当該地方公共団体

の当該各年度（これらの措置が総務省令で定める日以後において

行われたときは、当該減収額について当該各年度の翌年度）にお

ける基準財政収入額となるべき額から控除した額とする。 

 

 

 

 （ 新 設 ） 
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 （ 移 住 及 び 定 住 の 促 進 、 人 材 の 育 成 並 び に 関 係 者 間 に お け る 緊 密

な 連 携 及 び 協 力 の 確 保 ） 

第 二 十 五 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 地 域 に お け る 創 意 工 夫 を 生 か

し つ つ 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 が 図 ら れ る よ う 、 多 様 な 人 材 の 確

保 に 資 す る 移 住 及 び 定 住 の 促 進 、 地 域 社 会 の 担 い 手 と な る 人 材 の

育 成 並 び に 年 齢 、 性 別 等 に か か わ り な く 、 多 様 な 住 民 、 特 定 非 営 利

活 動 法 人 （ 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 七 号 ） 第 二 条 第

二 項 に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を い う 。 ） 、 事 業 者 そ の 他 の 関

係 者 間 に お け る 緊 密 な 連 携 及 び 協 力 を 確 保 す る こ と に つ い て 適 切

な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 農 林 水 産 業 そ の 他 の 産 業 の 振 興 ） 

第 二 十 六 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 の 特 性 に 即 し た 農 林

水 産 業 の 振 興 を 図 る た め 、 生 産 基 盤 の 強 化 、 地 域 特 産 物 の 開 発 並

び に 流 通 及 び 消 費 の 増 進 、 鳥 獣 に よ る 被 害 の 防 止 並 び に 観 光 業 と

の 連 携 の 推 進 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 の

特 性 に 即 し た 産 業 の 振 興 を 図 る た め 、 生 産 性 の 向 上 、 産 業 の 振 興

に 寄 与 す る 人 材 の 育 成 及 び 確 保 、 起 業 を 志 望 す る 者 に 対 す る 支 援 、

先 端 的 な 技 術 の 導 入 並 び に 産 業 間 の 連 携 の 推 進 に つ い て 適 切 な 配

慮 を す る も の と す る 。 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

三 八

 

 （ 中 小 企 業 者 に 対 す る 情 報 の 提 供 等 ） 

第 二 十 七 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 市 町 村 計 画 に 記 載 さ れ た 産 業

振 興 促 進 区 域 に お い て 、 中 小 企 業 者 （ 中 小 企 業 基 本 法 （ 昭 和 三 十 八

年 法 律 第 百 五 十 四 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 中 小 企 業 者 を い

う 。 ） が 当 該 市 町 村 計 画 の 産 業 振 興 促 進 事 項 に 基 づ い て 事 業 活 動 を

行 う 場 合 に は 、 当 該 中 小 企 業 者 に 対 し て 必 要 な 情 報 の 提 供 そ の 他

の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 観 光 の 振 興 及 び 交 流 の 促 進 ） 

第 二 十 八 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に は 豊 か な 自 然 環 境 、

過 疎 地 域 に お い て 伝 承 さ れ て き た 文 化 的 所 産 等 の 観 光 資 源 が 存 す

る こ と 等 の 特 性 が あ る こ と に 鑑 み 、 過 疎 地 域 に 対 す る 国 民 の 理 解

と 関 心 を 深 め る と と も に 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 に 資 す る た め 、

過 疎 地 域 に お け る 観 光 の 振 興 並 び に 過 疎 地 域 内 の 交 流 並 び に 過 疎

地 域 と 国 内 及 び 国 外 の 地 域 と の 交 流 の 促 進 に つ い て 適 切 な 配 慮 を

す る も の と す る 。 

 

 （ 就 業 の 促 進 ） 

第 二 十 九 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 の 住 民 及 び 過 疎 地 域

へ 移 住 し よ う と す る 者 の 過 疎 地 域 に お け る 就 業 の 促 進 を 図 る た

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 



 三 九

め 、 良 好 な 雇 用 機 会 の 拡 充 並 び に 実 践 的 な 職 業 能 力 の 開 発 及 び 向

上 の た め の 施 策 の 充 実 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

  （ 情 報 の 流 通 の 円 滑 化 等 ） 

第 三 十 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 情 報 通 信 技 術

の 利 用 の 機 会 の 他 の 地 域 と の 格 差 の 是 正 、 住 民 の 生 活 の 利 便 性 の

向 上 、 産 業 の 振 興 、 地 域 公 共 交 通 の 活 性 化 及 び 再 生 、 物 流 の 確 保 、

医 療 及 び 教 育 の 充 実 等 を 図 る た め 、 情 報 の 流 通 の 円 滑 化 、 高 度 情

報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク そ の 他 の 通 信 体 系 の 充 実 及 び 地 域 住 民 が 情 報

通 信 技 術 を 活 用 す る 能 力 を 習 得 す る た め の 機 会 の 提 供 に つ い て 適

切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 地 域 旅 客 運 送 サ ー ビ ス の 持 続 可 能 な 提 供 の 確 保 ） 

第 三 十 一 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 住 民 の 自 立

し た 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 の 確 保 並 び に 利 便 性 の 向 上 、 過 疎 地 域

内 の 交 流 及 び 過 疎 地 域 と そ の 他 の 地 域 と の 交 流 の 促 進 等 を 図 る た

め 、 地 域 旅 客 運 送 サ ー ビ ス の 持 続 可 能 な 提 供 の 確 保 に つ い て 適 切

な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 生 活 環 境 の 整 備 ） 

第 三 十 二 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 定 住 の 促 進

 

 

 

 （情報の流通の円滑化及び通信体系の充実） 

第二十一条 国及び地方公共団体は、過疎地域における住民の生活

の利便性の向上、産業の振興、地域間交流の促進等を図るため、情

報の流通の円滑化及び通信体系の充実について適切な配慮をする

ものとする。 

 

 

 

 

 （ 交 通 の 確 保 ） 

第 二 十 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 住 民 の 生 活 の

利 便 性 の 向 上 等 を 図 る た め 、 地 域 住 民 の 生 活 に 必 要 な 旅 客 輸 送 の

安 定 的 な 確 保 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 



 

 

四 〇

に 資 す る た め 、 住 宅 及 び 水 の 確 保 、 汚 水 及 び 廃 棄 物 の 処 理 そ の 他

の 快 適 な 生 活 環 境 の 確 保 を 図 る た め の 施 策 の 充 実 に つ い て 適 切 な

配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 保 育 サ ー ビ ス 等 を 受 け る た め の 住 民 負 担 の 軽 減 ） 

第 三 十 三 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 保 育 サ ー ビ

ス 、 介 護 サ ー ビ ス 及 び 保 健 医 療 サ ー ビ ス を 受 け る た め の 条 件 の 他

の 地 域 と の 格 差 の 是 正 を 図 る た め 、 過 疎 地 域 の 住 民 が こ れ ら の サ

ー ビ ス を 受 け る た め の 住 民 負 担 の 軽 減 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る

も の と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 教 育 の 充 実 ） 

第 三 十 四 条 国 又 は 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 教 育 の 特 殊

事 情 に 鑑 み 、 公 立 学 校 の 教 職 員 （ 公 立 義 務 教 育 諸 学 校 の 学 級 編 制

及 び 教 職 員 定 数 の 標 準 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 百 十 六

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

  （ 情 報 の 流 通 の 円 滑 化 及 び 通 信 体 系 の 充 実 ） 

第 二 十 一 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 住 民 の 生 活

の 利 便 性 の 向 上 、 産 業 の 振 興 、 地 域 間 交 流 の 促 進 等 を 図 る た め 、 情

報 の 流 通 の 円 滑 化 及 び 通 信 体 系 の 充 実 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る

も の と す る 。 

 

 （ 教 育 の 充 実 ） 

第 二 十 二 条 

 

 



 四 一

号 ） 第 二 条 第 三 項 に 規 定 す る 教 職 員 及 び 公 立 高 等 学 校 の 適 正 配 置

及 び 教 職 員 定 数 の 標 準 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 六 年 法 律 第 百 八

十 八 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 教 職 員 を い う 。 ） の 定 数 の 算 定 又

は 配 置 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

２ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に 居 住 す る 子 ど も の 就 学 に 係

る 負 担 の 軽 減 に 資 す る よ う 、 通 学 に 対 す る 支 援 に つ い て 適 切 な 配

慮 を す る も の と す る 。 

３ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る

た め 、 過 疎 地 域 の 区 域 外 に 居 住 す る 子 ど も が 豊 か な 自 然 環 境 、 伝

統 文 化 等 を 有 す る 過 疎 地 域 の 特 性 を 生 か し た 教 育 を 受 け ら れ る よ

う 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

４ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に 居 住 す る 子 ど も 等 が 情 報 通

信 技 術 を 活 用 す る こ と が で き る よ う に す る た め の 教 育 及 び 学 習 の

振 興 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

５ 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域

に お い て 、 そ の 教 育 の 特 殊 事 情 に 鑑 み 、 学 校 教 育 及 び 社 会 教 育 の

充 実 に 努 め る と と も に 、 地 域 社 会 の 特 性 に 応 じ た 生 涯 学 習 の 振 興

に 資 す る た め の 施 策 の 充 実 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す

る 。 

 

 （ 地 域 文 化 の 振 興 等 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お い て 、 そ の 教 育

の 特 殊 事 情 に か ん が み 、 学 校 教 育 及 び 社 会 教 育 の 充 実 に 努 め る と

と も に 、 地 域 社 会 の 特 性 に 応 じ た 生 涯 学 習 の 振 興 に 資 す る た め の

施 策 の 充 実 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 

 （ 地 域 文 化 の 振 興 等 ） 



 

 

四 二

第 三 十 五 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お い て 伝 承 さ れ て

き た 多 様 な 文 化 的 所 産 の 保 存 及 び 活 用 並 び に 担 い 手 の 育 成 に つ い

て 適 切 な 措 置 が 講 ぜ ら れ る よ う 努 め る と と も に 、 地 域 に お け る 文

化 の 振 興 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 推 進 ） 

第 三 十 六 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お い て 、 そ の 自 然

的 特 性 を 生 か し た エ ネ ル ギ ー を 利 用 す る こ と が そ の 経 済 的 社 会 的

環 境 に 応 じ た エ ネ ル ギ ー の 安 定 的 か つ 適 切 な 供 給 の 確 保 及 び エ ネ

ル ギ ー の 供 給 に 係 る 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 を 図 る 上 で 重 要 で あ る こ

と 並 び に 土 地 、 水 、 バ イ オ マ ス そ の 他 の 地 域 に 存 在 す る 資 源 を 活

用 し た 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 が 地 域 経 済 の 発 展 に 寄 与 す る こ

と に 鑑 み 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 推 進 に つ い て 適 切 な 配 慮

を す る も の と す る 。 

 

 （ 自 然 環 境 の 保 全 及 び 再 生 ） 

第 三 十 七 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お け る 自 然 環 境 の

保 全 及 び 再 生 に 資 す る た め の 措 置 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の

と す る 。 

 

 

第 二 十 三 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 過 疎 地 域 に お い て 伝 承 さ れ て

き た 文 化 的 所 産 の 保 存 及 び 活 用 に つ い て 適 切 な 措 置 が 講 ぜ ら れ る

よ う 努 め る と と も に 、 地 域 に お け る 文 化 の 振 興 に つ い て 適 切 な 配

慮 を す る も の と す る 。 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 



 四 三

 （ 農 地 法 等 に よ る 処 分 ） 
第 三 十 八 条 国 の 行 政 機 関 の 長 又 は 都 道 府 県 知 事 は 、 過 疎 地 域 内 の

土 地 を 市 町 村 計 画 に 定 め る 用 途 に 供 す る た め 農 地 法 （ 昭 和 二 十 七

年 法 律 第 二 百 二 十 九 号 ） そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 許 可 そ の 他 の

処 分 を 求 め ら れ た と き は 、 当 該 地 域 の 持 続 的 発 展 に 資 す る た め 、

当 該 処 分 が 迅 速 に 行 わ れ る よ う 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 国 有 林 野 の 活 用 ） 

第 三 十 九 条  国 は 、 市 町 村 計 画 の 実 施 を 促 進 す る た め 、 国 有 林 野 の

活 用 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 規 制 の 見 直 し ） 

第 四 十 条 国 は 、 国 が 行 う 規 制 の 見 直 し に 関 す る 提 案 の 募 集 に 応 じ

て 過 疎 地 域 の 市 町 村 か ら 提 案 が あ っ た と き は 、 過 疎 地 域 の 持 続 的

発 展 を 図 る た め 、 過 疎 地 域 の 自 然 的 経 済 的 社 会 的 諸 条 件 及 び 地 域

社 会 へ の 影 響 を 踏 ま え 、 当 該 提 案 に 係 る 規 制 の 見 直 し に つ い て 適

切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 

   第 六 章 雑 則 

 （ 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 に 係 る 特 例 ） 

 （ 農 地 法 等 に よ る 処 分 に つ い て の 配 慮 ） 

第 二 十 四 条 国 の 行 政 機 関 の 長 又 は 都 道 府 県 は 、 過 疎 地 域 内 の 土 地

を 市 町 村 計 画 に 定 め る 用 途 に 供 す る た め 農 地 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法

律 第 二 百 二 十 九 号 ） そ の 他 の 法 律 の 規 定 に よ る 許 可 そ の 他 の 処 分

を 求 め ら れ た と き は 、 当 該 地 域 の 自 立 促 進 が 図 ら れ る よ う 適 切 な

配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 （ 国 有 林 野 の 活 用 ） 

第 二 十 五 条  国 は 、 市 町 村 計 画 の 実 施 を 促 進 す る た め 、 国 有 林 野 の

活 用 に つ い て 適 切 な 配 慮 を す る も の と す る 。 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

   第 五 章 雑 則 

  



 

 

四 四

第 四 十 一 条 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 に お い て 旧 過 疎 地 域 自 立 促 進 特

別 措 置 法 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 十 五 号 。 第 三 項 及 び 附 則 に お い て 「 旧

過 疎 自 立 促 進 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ く 過 疎 地 域 を そ の 区 域 と

す る 市 町 村 （ 以 下 こ の 章 及 び 附 則 に お い て 「 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域

の 市 町 村 」 と い う 。 ） で あ っ て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 し 、 か

つ 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和 元 年 度 ま で の 各 年 度 に

係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・ 五 一 以 下 で あ る

も の （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め る 収 入 の 額 が 政 令 で 定 め る

金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） の 区 域 は 、 第 二 条 第 一 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け る 場 合 を 除 き 、 過 疎 地 域 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を

適 用 す る 。 た だ し 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成

二 十 七 年 の 人 口 か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 年 の 人 口 を 控 除

し て 得 た 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る 市 町 村 の 区 域 に 限 る 。 

一  国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人 口

か ら 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た

人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人 口 で 除 し て 得 た

数 値 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 五 十 五 年 間 人 口 減 少 率 」 と い う 。 ）

が 〇 ・ 四 以 上 で あ る こ と 。 

二  五 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 三 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査 の 結

果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 六 十 五 歳

  （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 四 五

以 上 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

値 が 〇 ・ 三 五 以 上 で あ る こ と 。 

三  五 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 三 以 上 で あ っ て 、 国 勢 調 査 の 結

果 に よ る 市 町 村 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 十 五 歳 以

上 三 十 歳 未 満 の 人 口 を 当 該 市 町 村 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し

て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 一 以 下 で あ る こ と 。 

２ 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 の う ち 特 定 期 間 合 併 市 町 村 で あ っ

て 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和 元 年 度 ま で の 各 年 度 に

係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が 〇 ・ 六 四 以 下 で あ る

も の （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め る 収 入 の 額 が 政 令 で 定 め る

金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町

村 の 区 域 で あ っ て 、 第 三 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け

る 区 域 以 外 の 区 域 の う ち 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 区 域 を

過 疎 地 域 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 た だ し 、 国 勢 調

査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 十 七

年 の 人 口 か ら 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 平 成 二 年

の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 に 係 る

同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 未 満 で あ る 区 域 に 限 る 。 

一 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る

昭 和 三 十 五 年 の 人 口 か ら 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に

係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 を 控 除 し て 得 た 人 口 を 当 該 特 定 期 間 合

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

四 六

併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 昭 和 三 十 五 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数

値 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 五 十 五 年 間

人 口 減 少 率 」 と い う 。 ） が 〇 ・ 四 以 上 で あ る こ と 。 

二 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 五 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 三 以 上

で あ っ て 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人

口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 六 十 五 歳 以 上 の 人 口 を 当 該

特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た

数 値 が 〇 ・ 三 五 以 上 で あ る こ と 。 

三 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 五 十 五 年 間 人 口 減 少 率 が 〇 ・ 三 以 上

で あ っ て 、 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人

口 に 係 る 平 成 二 十 七 年 の 人 口 の う ち 十 五 歳 以 上 三 十 歳 未 満 の 人

口 を 当 該 特 定 期 間 合 併 関 係 市 町 村 の 人 口 に 係 る 同 年 の 人 口 で 除

し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 一 以 下 で あ る こ と 。 

３ 前 項 の 規 定 は 、 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 に お い て 旧 過 疎 自 立 促 進

法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 市 町 村 の う ち 特 定

期 間 合 併 市 町 村 で あ っ て 、 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和

元 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値

が 〇 ・ 六 四 以 下 で あ る も の （ 地 方 税 の 収 入 以 外 の 政 令 で 定 め る 収

入 の 額 が 政 令 で 定 め る 金 額 を 超 え る 市 町 村 を 除 く 。 ） に 係 る 同 項 の

規 定 に 基 づ く 過 疎 地 域 で あ っ た 区 域 に つ い て 準 用 す る 。 

４ 前 二 項 の 規 定 の 適 用 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 四 七

 
第 四 十 二 条 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 の う ち 平 成 十 一 年 四 月 一

日 か ら 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 、 市 町 村 の 合 併 に よ り 設

置 さ れ 、 又 は 他 の 市 町 村 の 区 域 の 全 部 若 し く は 一 部 を 編 入 し た 市

町 村 に つ い て は 、 第 二 条 第 一 項 又 は 前 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 を 受

け る 場 合 を 除 き 、 当 該 市 町 村 の 区 域 で 主 務 省 令 で 定 め る 基 準 に 該

当 す る も の を 過 疎 地 域 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 

 

 （ 過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外 の 市 町 村 の 区 域 に 対 す る 適 用 ） 

第 四 十 三 条 こ の 法 律 の 規 定 （ 前 条 の 規 定 を 除 く 。 ） は 、 令 和 二 年 の

国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 人 口 の 年 齢 別 構 成 が 公 表 さ れ た 場 合 に お い

て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 字 句 は 、

そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と 読 み 替 え て 、 過 疎 地 域 の 市 町

村 以 外 の 市 町 村 の 区 域 に つ い て も 適 用 す る 。 

第 二 条 第 一 項 第 一 号 

 

 

 

 

 

 

第 十 七 条 第 九 項 当 該 数 値 に 小 数 点 以

下 五 位 未 満 の 端 数 が

あ る と き は 、 こ れ を

四 捨 五 入 す る 。 第 十

七 条 第 九 項 

平 成 二 十 九 年 度 か

ら 令 和 元 年 度 ま で 

令 和 二 年 の 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 人 口 の

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 （ 過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外 の 市 町 村 の 区 域 に 対 す る 適 用 ） 

第 三 十 二 条 こ の 法 律 の 規 定 は 、 平 成 八 年 以 降 に お い て 最 初 に 行 わ

れ る 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 人 口 の 年 齢 別 構 成 が 公 表 さ れ た 場 合 に

お い て は 、 第 二 条 第 一 項 第 一 号 中 「 平 成 八 年 度 か ら 平 成 十 年 度 ま

で 」 と あ る の は 「 第 三 十 二 条 に 規 定 す る 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 人

口 の 年 齢 別 構 成 が 公 表 さ れ た 日 の 属 す る 年 度 前 三 箇 年 度 内 」 と 、

「 平 成 七 年 の 人 口 か ら 」 と あ る の は 「 第 三 十 二 条 に 規 定 す る 国 勢

調 査 が 行 わ れ た 年 （ 以 下 「 基 準 年 」 と い う 。 ） の 人 口 か ら 」 と 、 「 昭

和 四 十 五 年 」 と あ る の は 「 基 準 年 か ら 起 算 し て 二 十 五 年 以 前 に お

い て 最 近 に 国 勢 調 査 が 行 わ れ た 年 」 と 、 「 〇 ・ 一 」 と あ る の は 「 〇 ・

一 を 二 十 五 で 除 し て 得 た 数 値 に 基 準 年 か ら 起 算 し て 二 十 五 年 以 前

に お い て 最 近 に 国 勢 調 査 が 行 わ れ た 年 の 翌 年 か ら 基 準 年 ま で の 年

数 を 乗 じ て 得 た 数 値 」 と 、 「 昭 和 三 十 五 年 」 と あ る の は 「 基 準 年 か



 

 

四 八

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢 別 構 成 が 公 表 さ

れ た 日 の 属 す る 年 度

前 三 箇 年 度 内 

数 値 が 〇 ・ 五 一 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 二 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 切 り 捨 て る 。

以 下 こ の 項 及 び 次 条

に お い て 「 平 均 財 政

力 指 数 」 と い う 。 ） が

全 て の 市 町 村 に 係 る

平 均 財 政 力 指 数 を 合

計 し て 得 た 数 値 を 全

て の 市 町 村 の 数 で 除

し て 得 た 数 値 （ 当 該

数 値 に 小 数 点 以 下 二

位 未 満 の 端 数 が あ る

と き は 、 こ れ を 切 り

上 げ る 。 ） 

平 成 二 十 七 年 令 和 二 年 

平 成 二 年 平 成 七 年 

ら 起 算 し て 三 十 五 年 以 前 に お い て 最 近 に 国 勢 調 査 が 行 わ れ た 年 」

と 、 「 平 成 七 年 の 人 口 を 」 と あ る の は 「 基 準 年 の 人 口 を 」 と 、 「 〇 ・

三 」 と あ る の は 「 〇 ・ 三 を 三 十 五 で 除 し て 得 た 数 値 に 基 準 年 か ら 起

算 し て 三 十 五 年 以 前 に お い て 最 近 に 国 勢 調 査 が 行 わ れ た 年 の 翌 年

か ら 基 準 年 ま で の 年 数 を 乗 じ て 得 た 数 値 」 と 、 「 〇 ・ 二 五 」 と あ る

の は 「 〇 ・ 二 五 を 三 十 五 で 除 し て 得 た 数 値 に 基 準 年 か ら 起 算 し て

三 十 五 年 以 前 に お い て 最 近 に 国 勢 調 査 が 行 わ れ た 年 の 翌 年 か ら 基

準 年 ま で の 年 数 を 乗 じ て 得 た 数 値 」 と 、 「 平 成 七 年 の 人 口 の う ち 」

と あ る の は 「 基 準 年 の 人 口 の う ち 」 と 、 「 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た

数 値 が 〇 ・ 二 四 」 と あ る の は 「 基 準 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が

〇 ・ 二 四 」 と 、 「 同 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 五 」 と あ る

の は 「 基 準 年 の 人 口 で 除 し て 得 た 数 値 が 〇 ・ 一 五 」 と 、 「 〇 ・ 一 九 」

と あ る の は 「 〇 ・ 一 九 を 二 十 五 で 除 し て 得 た 数 値 に 基 準 年 か ら 起

算 し て 二 十 五 年 以 前 に お い て 最 近 に 国 勢 調 査 が 行 わ れ た 年 の 翌 年

か ら 基 準 年 ま で の 年 数 を 乗 じ て 得 た 数 値 」 と そ れ ぞ れ 読 み 替 え て 、

過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外 の 市 町 村 の 区 域 に つ い て も 適 用 す る 。 

 

 

 

 

 



 四 九

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭 和 五 十 年 昭 和 五 十 五 年 

（ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 四 十 年 間 人

口 減 少 率 」 と い

う 。 ） が 〇 ・ 二 八 

（ 当 該 数 値 に 小 数 点

以 下 二 位 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 小 数

点 以 下 四 位 ま で の 数

値 を 算 出 し 、 当 該 数

値 に つ い て 小 数 点 以

下 二 位 未 満 を 順 次 四

捨 五 入 す る 。 以 下 こ

の 項 に お い て 「 四 十

年 間 人 口 減 少 率 」 と

い う 。 ） が 国 勢 調 査 の

結 果 に よ る 市 町 村 人

口 に 係 る 令 和 二 年 の

人 口 か ら 当 該 市 町 村

人 口 に 係 る 昭 和 五 十

五 年 の 人 口 を 控 除 し

て 得 た 数 値 が 負 数 で

あ る 市 町 村 （ 以 下 こ

の 項 に お い て 「 四 十

年 間 人 口 減 少 市 町

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

五 〇

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村 」 と い う 。 ） に 係 る

四 十 年 間 人 口 減 少 率

を 合 計 し て 得 た 率 を

四 十 年 間 人 口 減 少 市

町 村 の 数 で 除 し て 得

た 率 （ 当 該 率 に 小 数

点 以 下 二 位 未 満 の 端

数 が あ る と き は 、 こ

れ を 切 り 捨 て る 。 以

下 こ の 項 及 び 次 条 に

お い て 「 基 準 四 十 年

間 人 口 減 少 率 」 と い

う 。 ） 

〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

数 値 が 〇 ・ 三 五 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 三 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 四 捨 五 入 す

る 。 以 下 ロ に お い て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 五 一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 高 齢 者 比 率 」 と い

う 。 ） が 四 十 年 間 人 口

減 少 市 町 村 に 係 る 高

齢 者 比 率 を 合 計 し て

得 た 率 を 四 十 年 間 人

口 減 少 市 町 村 の 数 で

除 し て 得 た 率 （ 当 該

率 に 小 数 点 以 下 二 位

未 満 の 端 数 が あ る と

き は 、 こ れ を 切 り 捨

て る 。 次 条 第 一 項 第

二 号 に お い て 「 基 準

高 齢 者 比 率 」 と い

う 。 ） 

数 値 が 〇 ・ 一 一 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 三 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 四 捨 五 入 す

る 。 以 下 ハ に お い て

「 若 年 者 比 率 」 と い

う 。 ） が 四 十 年 間 人 口

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

五 二

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減 少 市 町 村 に 係 る 若

年 者 比 率 を 合 計 し て

得 た 率 を 四 十 年 間 人

口 減 少 市 町 村 の 数 で

除 し て 得 た 率 （ 当 該

率 に 小 数 点 以 下 二 位

未 満 の 端 数 が あ る と

き は 、 こ れ を 切 り 上

げ る 。 次 条 第 一 項 第

三 号 に お い て 「 基 準

若 年 者 比 率 」 と い

う 。 ） 

数 値 が 〇 ・ 二 一 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 二 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

小 数 点 以 下 四 位 ま で

の 数 値 を 算 出 し 、 当

該 数 値 に つ い て 小 数

点 以 下 二 位 未 満 を 順

次 四 捨 五 入 す る 。 以

下 ニ に お い て 「 二 十

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 五 三

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五 年 間 人 口 減 少 率 」

と い う 。 ） が 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村

人 口 に 係 る 令 和 二 年

の 人 口 か ら 当 該 市 町

村 人 口 に 係 る 平 成 七

年 の 人 口 を 控 除 し て

得 た 数 値 が 負 数 で あ

る 市 町 村 （ 以 下 ニ に

お い て 「 二 十 五 年 間

人 口 減 少 市 町 村 」 と

い う 。 ） に 係 る 二 十 五

年 間 人 口 減 少 率 を 合

計 し て 得 た 率 を 二 十

五 年 間 人 口 減 少 市 町

村 の 数 で 除 し て 得 た

率 （ 当 該 率 に 小 数 点

以 下 二 位 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 こ れ

を 切 り 捨 て る 。 次 条

第 一 項 第 四 号 に お い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

五 四

て 「 基 準 二 十 五 年 間

人 口 減 少 率 」 と い

う 。 ） 

第 二 条 第 一 項 第 二 号 〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 
財 政 力 指 数 で 平 成

二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各

年 度 に 係 る も の を

合 算 し た も の の 三

分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 四 

平 均 財 政 力 指 数 が 全

て の 町 村 に 係 る 平 均

財 政 力 指 数 を 合 計 し

て 得 た 数 値 を 全 て の

町 村 の 数 で 除 し て 得

た 数 値 （ 当 該 数 値 に

小 数 点 以 下 二 位 未 満

の 端 数 が あ る と き

は 、 こ れ を 切 り 上 げ

る 。 ） 

平 成 二 十 七 年 令 和 二 年 

平 成 二 年 平 成 七 年 

第 三 条 第 一 項 

 

 

財 政 力 指 数 で 平 成

二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各

平 均 財 政 力 指 数 が 全

て の 市 に 係 る 平 均 財

政 力 指 数 を 合 計 し て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 五 五

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 に 係 る も の を

合 算 し た も の の 三

分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 六 四 

得 た 数 値 を 全 て の 市

の 数 で 除 し て 得 た 数

値 （ 当 該 数 値 に 小 数

点 以 下 二 位 未 満 の 端

数 が あ る と き は 、 こ

れ を 切 り 上 げ る 。 ） 
平 成 二 十 七 年 令 和 二 年 

平 成 二 年 平 成 七 年 

昭 和 五 十 年 昭 和 五 十 五 年 

〇 ・ 二 八 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 

〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

〇 ・ 三 五 基 準 高 齢 者 比 率 

〇 ・ 一 一 基 準 若 年 者 比 率 

〇 ・ 二 一 基 準 二 十 五 年 間 人 口

減 少 率 

第 三 条 第 二 項 財 政 力 指 数 で 平 成

二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各

平 均 財 政 力 指 数 が 全

て の 町 村 に 係 る 平 均

財 政 力 指 数 を 合 計 し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

五 六

年 度 に 係 る も の を

合 算 し た も の の 三

分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 四 

て 得 た 数 値 を 全 て の

町 村 の 数 で 除 し て 得

た 数 値 （ 当 該 数 値 に

小 数 点 以 下 二 位 未 満

の 端 数 が あ る と き

は 、 こ れ を 切 り 上 げ

る 。 ） 
〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

平 成 二 十 七 年 令 和 二 年 

平 成 二 年 平 成 七 年 

２ こ の 法 律 の 規 定 （ 前 条 の 規 定 を 除 く 。 ） は 、 前 項 の 国 勢 調 査 の 次

に 行 わ れ る 国 勢 調 査 の 結 果 に よ る 人 口 の 年 齢 別 構 成 が 公 表 さ れ た

場 合 に お い て は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 中 同 表 の 中 欄 に 掲 げ

る 字 句 は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 字 句 と 読 み 替 え て 、 過 疎

地 域 の 市 町 村 以 外 の 市 町 村 の 区 域 に つ い て も 適 用 す る 。 

第 二 条 第 一 項 第 一 号 

 

 

 

第 十 七 条 第 九 項 当 該 数 値 に 小 数 点 以

下 五 位 未 満 の 端 数 が

あ る と き は 、 こ れ を

四 捨 五 入 す る 。 第 十

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 五 七

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七 条 第 九 項 

平 成 二 十 九 年 度 か

ら 令 和 元 年 度 ま で 

第 四 十 三 条 第 二 項 に

規 定 す る 国 勢 調 査 の

結 果 に よ る 人 口 の 年

齢 別 構 成 が 公 表 さ れ

た 日 の 属 す る 年 度 前

三 箇 年 度 内 
数 値 が 〇 ・ 五 一 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 二 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 切 り 捨 て る 。

以 下 こ の 項 及 び 次 条

に お い て 「 平 均 財 政

力 指 数 」 と い う 。 ） が

全 て の 市 町 村 に 係 る

平 均 財 政 力 指 数 を 合

計 し て 得 た 数 値 を 全

て の 市 町 村 の 数 で 除

し て 得 た 数 値 （ 当 該

数 値 に 小 数 点 以 下 二

位 未 満 の 端 数 が あ る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

五 八

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と き は 、 こ れ を 切 り

上 げ る 。 ） 

平 成 二 十 七 年 の 人

口 か ら 

 

第 四 十 三 条 第 二 項 に

規 定 す る 国 勢 調 査 が

行 わ れ た 年 （ 以 下 こ

の 項 及 び 次 条 に お い

て 「 調 査 年 」 と い う 。 ）

の 人 口 か ら 

平 成 二 年 調 査 年 か ら 起 算 し て

二 十 五 年 以 前 に お い

て 最 近 に 国 勢 調 査 が

行 わ れ た 年 

昭 和 五 十 年 調 査 年 か ら 起 算 し て

四 十 年 以 前 に お い て

最 近 に 国 勢 調 査 が 行

わ れ た 年 

平 成 二 十 七 年 の 人

口 を 

調 査 年 の 人 口 を 

（ 以 下 こ の 項 に お

い て 「 四 十 年 間 人

口 減 少 率 」 と い

（ 当 該 数 値 に 小 数 点

以 下 二 位 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 小 数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 五 九

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う 。 ） が 〇 ・ 二 八 点 以 下 四 位 ま で の 数

値 を 算 出 し 、 当 該 数

値 に つ い て 小 数 点 以

下 二 位 未 満 を 順 次 四

捨 五 入 す る 。 以 下 こ

の 項 に お い て 「 四 十

年 間 人 口 減 少 率 」 と

い う 。 ） が 国 勢 調 査 の

結 果 に よ る 市 町 村 人

口 に 係 る 調 査 年 の 人

口 か ら 当 該 市 町 村 人

口 に 係 る 調 査 年 か ら

起 算 し て 四 十 年 以 前

に お い て 最 近 に 国 勢

調 査 が 行 わ れ た 年 の

人 口 を 控 除 し て 得 た

数 値 が 負 数 で あ る 市

町 村 （ 以 下 こ の 項 に

お い て 「 四 十 年 間 人

口 減 少 市 町 村 」 と い

う 。 ） に 係 る 四 十 年 間

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

六 〇

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 口 減 少 率 を 合 計 し

て 得 た 率 を 四 十 年 間

人 口 減 少 市 町 村 の 数

で 除 し て 得 た 率 （ 当

該 率 に 小 数 点 以 下 二

位 未 満 の 端 数 が あ る

と き は 、 こ れ を 切 り

捨 て る 。 以 下 こ の 項

及 び 次 条 に お い て

「 基 準 四 十 年 間 人 口

減 少 率 」 と い う 。 ） 

〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

平 成 二 十 七 年 の 人

口 の 

調 査 年 の 人 口 の 

数 値 が 〇 ・ 三 五 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 三 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 四 捨 五 入 す

る 。 以 下 ロ に お い て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 六 一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 高 齢 者 比 率 」 と い

う 。 ） が 四 十 年 間 人 口

減 少 市 町 村 に 係 る 高

齢 者 比 率 を 合 計 し て

得 た 率 を 四 十 年 間 人

口 減 少 市 町 村 の 数 で

除 し て 得 た 率 （ 当 該

率 に 小 数 点 以 下 二 位

未 満 の 端 数 が あ る と

き は 、 こ れ を 切 り 捨

て る 。 次 条 第 一 項 第

二 号 に お い て 「 基 準

高 齢 者 比 率 」 と い

う 。 ） 

数 値 が 〇 ・ 一 一 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 三 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 四 捨 五 入 す

る 。 以 下 ハ に お い て

「 若 年 者 比 率 」 と い

う 。 ） が 四 十 年 間 人 口

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

六 二

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減 少 市 町 村 に 係 る 若

年 者 比 率 を 合 計 し て

得 た 率 を 四 十 年 間 人

口 減 少 市 町 村 の 数 で

除 し て 得 た 率 （ 当 該

率 に 小 数 点 以 下 二 位

未 満 の 端 数 が あ る と

き は 、 こ れ を 切 り 上

げ る 。 次 条 第 一 項 第

三 号 に お い て 「 基 準

若 年 者 比 率 」 と い

う 。 ） 

数 値 が 〇 ・ 二 一 数 値 （ 当 該 数 値 に 小

数 点 以 下 二 位 未 満 の

端 数 が あ る と き は 、

小 数 点 以 下 四 位 ま で

の 数 値 を 算 出 し 、 当

該 数 値 に つ い て 小 数

点 以 下 二 位 未 満 を 順

次 四 捨 五 入 す る 。 以

下 ニ に お い て 「 二 十

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 六 三

五 年 間 人 口 減 少 率 」

と い う 。 ） が 国 勢 調 査

の 結 果 に よ る 市 町 村

人 口 に 係 る 調 査 年 の

人 口 か ら 当 該 市 町 村

人 口 に 係 る 調 査 年 か

ら 起 算 し て 二 十 五 年

以 前 に お い て 最 近 に

国 勢 調 査 が 行 わ れ た

年 の 人 口 を 控 除 し て

得 た 数 値 が 負 数 で あ

る 市 町 村 （ 以 下 ニ に

お い て 「 二 十 五 年 間

人 口 減 少 市 町 村 」 と

い う 。 ） に 係 る 二 十 五

年 間 人 口 減 少 率 を 合

計 し て 得 た 率 を 二 十

五 年 間 人 口 減 少 市 町

村 の 数 で 除 し て 得 た

率 （ 当 該 率 に 小 数 点

以 下 二 位 未 満 の 端 数
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が あ る と き は 、 こ れ

を 切 り 捨 て る 。 次 条

第 一 項 第 四 号 に お い

て 「 基 準 二 十 五 年 間

人 口 減 少 率 」 と い

う 。 ） 

第 二 条 第 一 項 第 二 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

財 政 力 指 数 で 平 成

二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各

年 度 に 係 る も の を

合 算 し た も の の 三

分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 四 

平 均 財 政 力 指 数 が 全

て の 町 村 に 係 る 平 均

財 政 力 指 数 を 合 計 し

て 得 た 数 値 を 全 て の

町 村 の 数 で 除 し て 得

た 数 値 （ 当 該 数 値 に

小 数 点 以 下 二 位 未 満

の 端 数 が あ る と き

は 、 こ れ を 切 り 上 げ

る 。 ） 

平 成 二 十 七 年 調 査 年 

平 成 二 年 調 査 年 か ら 起 算 し て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 六 五

二 十 五 年 以 前 に お い

て 最 近 に 国 勢 調 査 が

行 わ れ た 年 

第 三 条 第 一 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財 政 力 指 数 で 平 成

二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各

年 度 に 係 る も の を

合 算 し た も の の 三

分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 六 四 

平 均 財 政 力 指 数 が 全

て の 市 に 係 る 平 均 財

政 力 指 数 を 合 計 し て

得 た 数 値 を 全 て の 市

の 数 で 除 し て 得 た 数

値 （ 当 該 数 値 に 小 数

点 以 下 二 位 未 満 の 端

数 が あ る と き は 、 こ

れ を 切 り 上 げ る 。 ） 

平 成 二 十 七 年 調 査 年 

平 成 二 年 調 査 年 か ら 起 算 し て

二 十 五 年 以 前 に お い

て 最 近 に 国 勢 調 査 が

行 わ れ た 年 

昭 和 五 十 年 調 査 年 か ら 起 算 し て

四 十 年 以 前 に お い て

最 近 に 国 勢 調 査 が 行

わ れ た 年 
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〇 ・ 二 八 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 

〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

〇 ・ 三 五 基 準 高 齢 者 比 率 
〇 ・ 一 一 基 準 若 年 者 比 率 

〇 ・ 二 一 基 準 二 十 五 年 間 人 口

減 少 率 

第 三 条 第 二 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財 政 力 指 数 で 平 成

二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各

年 度 に 係 る も の を

合 算 し た も の の 三

分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 四 

平 均 財 政 力 指 数 が 全

て の 町 村 に 係 る 平 均

財 政 力 指 数 を 合 計 し

て 得 た 数 値 を 全 て の

町 村 の 数 で 除 し て 得

た 数 値 （ 当 該 数 値 に

小 数 点 以 下 二 位 未 満

の 端 数 が あ る と き

は 、 こ れ を 切 り 上 げ

る 。 ） 
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〇 ・ 二 三 基 準 四 十 年 間 人 口 減

少 率 か ら 〇 ・ 〇 五 を

控 除 し て 得 た 率 

平 成 二 十 七 年 調 査 年 

平 成 二 年 調 査 年 か ら 起 算 し て

二 十 五 年 以 前 に お い

て 最 近 に 国 勢 調 査 が

行 わ れ た 年 

 

 （ 市 町 村 の 廃 置 分 合 等 が あ っ た 場 合 の 特 例 ） 

第 四 十 四 条 

 

 

 

 

      令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

え て 適 用 す る 第 二 条 の 規 定 に よ る 公 示 の 日 の 前 日 ま で の 間 に 行 わ

れ た 廃 置 分 合 又 は 境 界 変 更 に よ り 新 た に 設 置 さ れ 、 又 は 境 界 が 変

更 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 並 び に 第 三 条 第 一 項 及 び

第 二 項 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 市 町 村 が 特 定

期 間 合 併 市 町 村 で な い と き は 、 同 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 適 用 に つ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 市 町 村 の 廃 置 分 合 等 が あ っ た 場 合 の 特 例 ） 

第 三 十 三 条 過 疎 地 域 の 市 町 村 の 廃 置 分 合 又 は 境 界 変 更 が あ っ た 場

合 に は 、 当 該 廃 置 分 合 又 は 境 界 変 更 に よ り 新 た に 設 置 さ れ 、 又 は

境 界 が 変 更 さ れ た 市 町 村 の 区 域 で 総 務 省 令 ・ 農 林 水 産 省 令 ・ 国 土

交 通 省 令 で 定 め る 基 準 に 該 当 す る も の は 、 過 疎 地 域 と み な し て 、

こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 

 （ 新 設 ） 
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い て は 、 当 該 市 町 村 を 特 定 期 間 合 併 市 町 村 と み な す 。 
２ 第 二 条 第 一 項 並 び に 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 二 条 の 規 定 に

よ る 公 示 の 日 か ら 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第

二 条 の 規 定 に よ る 公 示 の 日 の 前 日 ま で の 間 に 行 わ れ た 廃 置 分 合 又

は 境 界 変 更 に よ り 新 た に 設 置 さ れ 、 又 は 境 界 が 変 更 さ れ た 市 町 村

に つ い て は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 二 条

第 一 項 並 び に 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場

合 に お い て 、 当 該 市 町 村 が 特 定 期 間 合 併 市 町 村 で な い と き は 、 同

条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 市 町 村 を 特 定 期 間 合

併 市 町 村 と み な す 。 

３ 第 二 条 第 一 項 並 び に 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 二 条 の 規 定 に

よ る 公 示 の 日 以 後 に 行 わ れ た 廃 置 分 合 又 は 境 界 変 更 に よ り 新 た に

設 置 さ れ 、 又 は 境 界 が 変 更 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 同 項 の 規 定

に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 二 条 第 一 項 並 び に 第 三 条 第 一 項 及 び

第 二 項 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 市 町 村 が 特 定

期 間 合 併 市 町 村 で な い と き は 、 同 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 適 用 に つ

い て は 、 当 該 市 町 村 を 特 定 期 間 合 併 市 町 村 と み な す 。 

４ 合 併 市 町 村 （ 令 和 三 年 四 月 一 日 以 後 に 市 町 村 の 合 併 に よ り 設 置

さ れ 、 又 は 他 の 市 町 村 の 区 域 の 全 部 若 し く は 一 部 を 編 入 し た 市 町

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 合 併 市 町 村 （ 市 町 村 の 合 併 （ 二 以 上 の 市 町 村 の 区 域 の 全 部 若 し

く は 一 部 を も っ て 市 町 村 を 置 き 、 又 は 市 町 村 の 区 域 の 全 部 若 し く
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村 を い い 、 過 疎 地 域 の 市 町 村 を 除 く 。 以 下 こ の 項 及 び 附 則 第 八 条

に お い て 同 じ 。 ） の う ち 合 併 関 係 市 町 村 （ 市 町 村 の 合 併 に よ り そ の

区 域 の 全 部 又 は 一 部 が 合 併 市 町 村 の 区 域 の 一 部 と な っ た 市 町 村 を

い う 。 同 条 に お い て 同 じ 。 ） に 過 疎 地 域 の 市 町 村 （ 当 該 市 町 村 の 合

併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 第 三 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 （ こ

れ ら の 規 定 を 前 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 、 第 四 十 一 条 第 二 項 （ 同 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 又 は こ の 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 市 町 村 を 含 む 。 ） が 含

ま れ る も の に つ い て は 、 当 該 合 併 市 町 村 の 区 域 の う ち 当 該 市 町 村

の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 過 疎 地 域 で あ っ た 区 域 （ 第 三

条 第 一 項 又 は 第 二 項 （ こ れ ら の 規 定 を 前 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え

て 適 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受 け る 区 域 を 除 く 。 ） を

過 疎 地 域 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お

い て 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

５ 令 和 三 年 四 月 一 日 以 後 に 行 わ れ た 廃 置 分 合 又 は 境 界 変 更 に よ り

新 た に 設 置 さ れ 、 又 は 境 界 が 変 更 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 四

十 一 条 及 び 第 四 十 二 条 の 規 定 は 適 用 し な い 。 

 

 （ 主 務 大 臣 等 ） 

第 四 十 五 条 第 二 条 第 二 項 に お け る 主 務 大 臣 は 、 総 務 大 臣 、 農 林 水

産 大 臣 及 び 国 土 交 通 大 臣 と す る 。 

は 一 部 を 他 の 市 町 村 に 編 入 す る こ と で 市 町 村 の 数 の 減 少 を 伴 う も

の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 設 置 さ れ 、 又 は 他 の 市 町 村 の 区 域 の

全 部 若 し く は 一 部 を 編 入 し た 市 町 村 を い い 、 過 疎 地 域 の 市 町 村 を

除 く 。 以 下 同 じ 。 ） の う ち 合 併 関 係 市 町 村 （ 市 町 村 の 合 併 に よ り そ

の 区 域 の 全 部 又 は 一 部 が 合 併 市 町 村 の 区 域 の 一 部 と な っ た 市 町 村

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 過 疎 地 域 の 市 町 村 （ 当 該 市 町 村 の 合 併 が 行

わ れ た 日 の 前 日 に お い て こ の 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 市 町 村

を 含 む 。 ） が 含 ま れ る も の に つ い て は 、 当 該 合 併 市 町 村 の 区 域 の う

ち 当 該 市 町 村 の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 過 疎 地 域 で あ っ

た 区 域 を 過 疎 地 域 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 



 

 

七 〇

２ 第 七 条 第 四 項 、 第 八 条 第 八 項 （ 同 条 第 十 項 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） 及 び 第 九 項 （ 同 条 第 十 項 及 び 第 九 条 第 五 項 に お い て 準

用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 九 条 第 四 項 （ 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 十 条 並 び に 第 十 一 条 に お け る 主 務 大 臣 は 、 総

務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 、 国 土 交 通 大 臣 、 文 部 科 学 大 臣 、 厚 生 労 働 大

臣 、 経 済 産 業 大 臣 及 び 環 境 大 臣 と す る 。 

３ こ の 法 律 に お け る 主 務 省 令 は 、 総 務 省 令 ・ 農 林 水 産 省 令 ・ 国 土 交

通 省 令 と す る 。 

 

 （ 政 令 へ の 委 任 ） 

第 四 十 六 条  第 二 条 第 一 項 、 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 四 十

一 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で に 規 定 す る 数 値 の 算 定 、 市 町 村 の 廃 置

分 合 又 は 境 界 変 更 が あ っ た 場 合 に つ い て こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す

る た め に 必 要 な 事 項 、 第 四 十 三 条 の 場 合 に お け る こ の 法 律 の 規 定

の 適 用 に 関 し 必 要 な 事 項 、 沖 縄 県 の 市 町 村 に つ い て 第 四 十 一 条 の

規 定 を 適 用 す る 場 合 に お い て 必 要 な 事 項 そ の 他 こ の 法 律 の 施 行 に

関 し 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 政 令 へ の 委 任 ） 

第 三 十 四 条  第 二 条 第 一 項 各 号 に 規 定 す る 数 値 の 算 定 、 市 町 村 の 廃

置 分 合 又 は 境 界 変 更 が あ っ た 場 合 に つ い て こ の 法 律 の 規 定 を 適 用

す る た め に 必 要 な 事 項 、 第 三 十 二 条 の 場 合 に お け る こ の 法 律 の 規

定 の 適 用 に 関 し 必 要 な 事 項 、 沖 縄 県 の 市 町 村 に つ い て 第 二 条 （ 第

三 十 二 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 第 二 条 を 含 む 。 ） の 規

定 を 適 用 す る 場 合 に お い て 必 要 な 事 項 そ の 他 こ の 法 律 の 施 行 に 関

し 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 平 成 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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 （ 国 の 負 担 等 に 関 す る 規 定 の 適 用 ） 

第 二 条 第 十 二 条 （ 別 表 を 含 む 。 附 則 第 五 条 に お い て 同 じ 。 ） 、 第 十 三

条 、 第 十 六 条 第 六 項 か ら 第 八 項 ま で 、 第 十 七 条 第 八 項 及 び 第 九 項 、

第 十 八 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 十 九 条 並 び に 第 二 十 条 第 五 項 の 規

定 は 、 令 和 三 年 度 の 予 算 に 係 る 国 の 負 担 又 は 補 助 （ 令 和 二 年 度 以

前 の 年 度 の 国 庫 債 務 負 担 行 為 に 基 づ き 令 和 三 年 度 以 降 の 年 度 に 支

出 す べ き も の と さ れ た 国 の 負 担 又 は 補 助 を 除 く 。 ） か ら 適 用 し 、 令

和 二 年 度 以 前 の 年 度 の 国 庫 債 務 負 担 行 為 に 基 づ き 令 和 三 年 度 以 降

の 年 度 に 支 出 す べ き も の と さ れ た 国 の 負 担 又 は 補 助 及 び 令 和 二 年

度 以 前 の 年 度 の 歳 出 予 算 に 係 る 国 の 負 担 又 は 補 助 で 令 和 三 年 度 以

降 の 年 度 に 繰 り 越 さ れ た も の に つ い て は 、 附 則 第 四 条 第 一 項 及 び

第 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 

 

 （ こ の 法 律 の 失 効 ） 

第 三 条 こ の 法 律 は 、 令 和 十 三 年 三 月 三 十 一 日 限 り 、 そ の 効 力 を 失

う 。 

 

 （ 旧 過 疎 自 立 促 進 法 の 失 効 に 伴 う 経 過 措 置 ） 

第 四 条 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 六 条 に 規 定 す る 市 町 村 計 画 又 は 旧 過 疎

自 立 促 進 法 第 七 条 に 規 定 す る 都 道 府 県 計 画 に 基 づ く 事 業 に 係 る 国

 

 （ 国 の 負 担 等 に 関 す る 規 定 の 適 用 ） 

第 二 条 第 十 条 （ 別 表 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 第 十 一 条 、 第 十 四 条 第 四

項 か ら 第 六 項 ま で 、 第 十 五 条 第 九 項 及 び 第 十 項 、 第 十 六 条 第 五 項 、

第 十 八 条 第 二 項 及 び 第 三 項 並 び に 第 十 九 条 の 規 定 は 、 平 成 十 二 年

度 の 予 算 に 係 る 国 の 負 担 又 は 補 助 （ 平 成 十 一 年 度 以 前 の 年 度 の 国

庫 債 務 負 担 行 為 に 基 づ き 平 成 十 二 年 度 以 降 の 年 度 に 支 出 す べ き も

の と さ れ た 国 の 負 担 又 は 補 助 を 除 く 。 ） か ら 適 用 し 、 平 成 十 一 年 度

以 前 の 年 度 の 国 庫 債 務 負 担 行 為 に 基 づ き 平 成 十 二 年 度 以 降 の 年 度

に 支 出 す べ き も の と さ れ た 国 の 負 担 又 は 補 助 及 び 平 成 十 一 年 度 以

前 の 年 度 の 歳 出 予 算 に 係 る 国 の 負 担 又 は 補 助 で 平 成 十 二 年 度 以 降

の 年 度 に 繰 り 越 さ れ た も の に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 

 

 

 （ こ の 法 律 の 失 効 ） 

第 三 条 こ の 法 律 は 、 平 成 三 十 三 年 三 月 三 十 一 日 限 り 、 そ の 効 力 を

失 う 。 

 

 （ 過 疎 地 域 活 性 化 特 別 措 置 法 の 失 効 に 伴 う 経 過 措 置 ） 

第 四 条 旧 過 疎 地 域 活 性 化 特 別 措 置 法 （ 平 成 二 年 法 律 第 十 五 号 。 以

下 「 旧 過 疎 活 性 化 法 」 と い う 。 ） 第 六 条 に 規 定 す る 市 町 村 計 画 又 は
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の 負 担 又 は 補 助 の う ち 、 令 和 二 年 度 以 前 の 年 度 の 国 庫 債 務 負 担 行

為 に 基 づ き 令 和 三 年 度 以 降 の 年 度 に 支 出 す べ き も の と さ れ た も の

及 び 令 和 二 年 度 以 前 の 年 度 の 歳 出 予 算 に 係 る も の で 令 和 三 年 度 以

降 の 年 度 に 繰 り 越 さ れ た も の に つ い て は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 十

条 （ 別 表 を 含 む 。 ） 、 第 十 一 条 、 第 十 六 条 第 五 項 、 第 十 八 条 第 二 項 及

び 第 三 項 並 び に 第 十 九 条 の 規 定 は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 の 失 効 後 も 、

な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

 

２ 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 の 区 域 又 は 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日

に お い て 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 過 疎 地

域 と み な さ れ る 区 域 内 に お け る 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 十 四 条 第 一 項

に 規 定 す る 基 幹 道 路 の 新 設 及 び 改 築 に 係 る 事 業 並 び に 旧 過 疎 自 立

促 進 法 第 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の 設 置

に 係 る 事 業 で 、 同 日 に お い て そ の 工 事 を 完 了 し て い な い も の に つ

い て は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 十 四 条 及 び 第 十 五 条 の 規 定 は 、 令 和

九 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 限 り 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

３ 地 方 公 共 団 体 が 、 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 の 区 域 若 し く は

令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 に お い て 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 三 十 三 条 第 二

項 の 規 定 に よ り 過 疎 地 域 と み な さ れ る 区 域 内 に お い て 製 造 の 事

業 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 三 十 条 に 規 定 す る 農 林 水 産 物 等 販 売 業 若

し く は 旅 館 業 の 用 に 供 す る 設 備 を 同 日 以 前 に 新 設 し 、 若 し く は 増

旧 過 疎 活 性 化 法 第 七 条 に 規 定 す る 都 道 府 県 計 画 に 基 づ く 事 業 に 係

る 国 の 負 担 又 は 補 助 の う ち 、 平 成 十 一 年 度 以 前 の 年 度 の 国 庫 債 務

負 担 行 為 に 基 づ き 平 成 十 二 年 度 以 降 の 年 度 に 支 出 す べ き も の と さ

れ た も の 及 び 平 成 十 一 年 度 以 前 の 年 度 の 歳 出 予 算 に 係 る も の で 平

成 十 二 年 度 以 降 の 年 度 に 繰 り 越 さ れ た も の に つ い て は 、 旧 過 疎 活

性 化 法 第 十 条 （ 別 表 を 含 む 。 ） 、 第 十 一 条 、 第 十 五 条 第 五 項 、 第 十 七

条 第 二 項 及 び 第 三 項 並 び に 第 十 八 条 の 規 定 は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 の

失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

２ 平 成 十 二 年 三 月 三 十 一 日 に お い て 旧 過 疎 活 性 化 法 の 規 定 に 基 づ

く 過 疎 地 域 を そ の 区 域 と す る 市 町 村 （ 以 下 「 旧 過 疎 活 性 化 地 域 の

市 町 村 」 と い う 。 ） の 区 域 内 に お け る 旧 過 疎 活 性 化 法 第 十 四 条 第 一

項 に 規 定 す る 基 幹 道 路 の 新 設 及 び 改 築 に 係 る 事 業 並 び に 旧 過 疎 活

性 化 法 第 十 四 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 公 共 下 水 道 の 幹 線 管 渠 等 の

設 置 に 係 る 事 業 で 、 同 日 に お い て そ の 工 事 を 完 了 し て い な い も の

に つ い て は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 第 十 四 条 及 び 第 十 四 条 の 二 の 規 定 は 、

平 成 十 七 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 限 り 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

３ 地 方 公 共 団 体 が 、 旧 過 疎 活 性 化 地 域 の 市 町 村 の 区 域 内 に お い て

製 造 の 事 業 若 し く は 旅 館 業 の 用 に 供 す る 設 備 を 平 成 十 二 年 三 月 三

十 一 日 以 前 に 新 設 し 、 若 し く は 増 設 し た 者 に 係 る 事 業 税 、 不 動 産

取 得 税 若 し く は 固 定 資 産 税 に つ い て 課 税 免 除 若 し く は 不 均 一 課 税

を し た 場 合 又 は 旧 過 疎 活 性 化 地 域 の 市 町 村 の 区 域 内 に お い て 畜 産
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設 し た 者 に 係 る 事 業 税 、 不 動 産 取 得 税 若 し く は 固 定 資 産 税 に つ い

て 課 税 免 除 若 し く は 不 均 一 課 税 を し た 場 合 又 は 旧 過 疎 自 立 促 進 地

域 の 市 町 村 の 区 域 若 し く は 同 日 に お い て 同 項 の 規 定 に よ り 過 疎 地

域 と み な さ れ る 区 域 内 に お い て 畜 産 業 若 し く は 水 産 業 を 行 う 個 人

に 係 る 事 業 税 に つ い て 同 日 以 前 に 課 税 免 除 若 し く は 不 均 一 課 税 を

し た 場 合 に お け る 地 方 交 付 税 法 第 十 四 条 の 規 定 に よ る 当 該 地 方 公

共 団 体 の 基 準 財 政 収 入 額 の 算 定 に つ い て は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第

三 十 一 条 の 規 定 は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 の 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力

を 有 す る 。 

４ 平 成 二 年 四 月 一 日 か ら 平 成 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に 株 式

会 社 日 本 政 策 金 融 公 庫 法 （ 平 成 十 九 年 法 律 第 五 十 七 号 ） 附 則 第 四

十 二 条 第 二 号 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 農 林 漁 業 金 融 公 庫 法 （ 昭 和 二

十 七 年 法 律 第 三 百 五 十 五 号 ） の 規 定 に よ り 農 林 漁 業 金 融 公 庫 が 締

結 し た 貸 付 契 約 に 係 る 貸 付 金 で あ っ て 旧 過 疎 地 域 活 性 化 特 別 措 置

法 （ 平 成 二 年 法 律 第 十 五 号 ） 第 二 十 三 条 に 規 定 す る 資 金 に 係 る も

の に つ い て は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 附 則 第 十 五 条 の 規 定 は 、 旧 過 疎

自 立 促 進 法 の 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

 

 （ 削 除 ） 

 

 

業 、 水 産 業 若 し く は 薪 炭 製 造 業 を 行 う 個 人 に 係 る 事 業 税 に つ い て

同 日 以 前 に 課 税 免 除 若 し く は 不 均 一 課 税 を し た 場 合 に お け る 地 方

交 付 税 法 第 十 四 条 の 規 定 に よ る 当 該 地 方 公 共 団 体 の 基 準 財 政 収 入

額 の 算 定 に つ い て は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 第 二 十 八 条 の 規 定 は 、 旧 過

疎 活 性 化 法 の 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

 

 

 

 

４ 昭 和 五 十 五 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 農 林 漁 業 金 融 公 庫 法 （ 昭 和 二

十 七 年 法 律 第 三 百 五 十 五 号 ） の 規 定 に よ り 農 林 漁 業 金 融 公 庫 が 締

結 し た 貸 付 契 約 に 係 る 貸 付 金 で あ っ て 旧 過 疎 地 域 対 策 緊 急 措 置 法

（ 昭 和 四 十 五 年 法 律 第 三 十 一 号 。 以 下 「 旧 過 疎 対 策 法 」 と い う 。 ）

第 十 九 条 に 規 定 す る 資 金 に 係 る も の に つ い て は 、 旧 過 疎 活 性 化 法

附 則 第 十 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 旧 過

疎 地 域 振 興 特 別 措 置 法 （ 昭 和 五 十 五 年 法 律 第 十 九 号 。 以 下 「 旧 過 疎

振 興 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 十 三 項 の 規 定 は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 の 失 効

後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

５ 昭 和 五 十 五 年 四 月 一 日 以 降 平 成 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 農 林 漁

業 金 融 公 庫 法 の 規 定 に よ り 農 林 漁 業 金 融 公 庫 が 締 結 し た 貸 付 契 約

に 係 る 貸 付 金 で あ っ て 旧 過 疎 振 興 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 資 金 に
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 （ 削 除 ） 

 

 

 

 

 

 

 （ 削 除 ） 

 

 

 

 

 

 

 （ 特 定 市 町 村 等 に 対 す る こ の 法 律 の 準 用 ） 

第 五 条 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 の う ち 過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外

の も の で あ っ て 、 第 三 条 （ 第 四 十 三 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適

用 す る 場 合 を 含 む 。 次 条 及 び 附 則 第 七 条 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 第 四

十 一 条 第 二 項 （ 同 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 次 条 に

係 る も の に つ い て は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 附 則 第 十 九 項 の 規 定 は 、 旧

過 疎 活 性 化 法 の 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

６ 昭 和 五 十 五 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 住 宅 金 融 公 庫 法 （ 昭 和 二 十 五

年 法 律 第 百 五 十 六 号 ） の 規 定 に よ り 旧 過 疎 対 策 法 に 基 づ く 市 町 村

過 疎 地 域 振 興 計 画 の う ち 集 落 の 整 備 に 関 す る 事 項 に 係 る 計 画 に の

っ と っ て 住 宅 を 建 設 す る た め 必 要 な 資 金 の 貸 付 け を 受 け た 者 の 当

該 貸 付 け に つ い て は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 附 則 第 十 一 項 の 規 定 に よ り

な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ た 旧 過 疎 振 興 法 附 則 第 十 五 項 の

規 定 は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 の 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

７ 昭 和 五 十 五 年 四 月 一 日 以 降 平 成 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で に 住 宅 金

融 公 庫 法 の 規 定 に よ り 旧 過 疎 振 興 法 に 基 づ く 市 町 村 過 疎 地 域 振 興

計 画 の う ち 集 落 の 整 備 に 関 す る 事 項 に 係 る 計 画 に の っ と っ て 住 宅

を 建 設 し 、 又 は 購 入 す る た め 必 要 な 資 金 の 貸 付 け を 受 け た 者 の 当

該 貸 付 け に つ い て は 、 旧 過 疎 活 性 化 法 附 則 第 十 四 項 の 規 定 は 、 旧

過 疎 活 性 化 法 の 失 効 後 も 、 な お そ の 効 力 を 有 す る 。 

 

 （ 特 定 市 町 村 等 に 対 す る こ の 法 律 の 準 用 ） 
第 五 条 旧 過 疎 活 性 化 地 域 の 市 町 村 の う ち 過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外 の

も の （ 以 下 「 特 定 市 町 村 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 平 成 十 二 年 度 か

ら 平 成 十 六 年 度 ま で の 間 に 限 り 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 第

十 条 、 第 十 一 条 、 第 十 四 条 及 び 第 十 五 条 の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場
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お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受 け る 区 域 を 含 ま な い も の （ 以 下 「 特

定 市 町 村 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 令 和 三 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で

の 間 （ 特 定 市 町 村 の う ち 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令 和 元

年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数 値 が

〇 ・ 四 以 下 の も の （ 以 下 「 特 別 特 定 市 町 村 」 と い う 。 ） に つ い て は 、

令 和 三 年 度 か ら 令 和 九 年 度 ま で の 間 ） に 限 り 、 政 令 で 定 め る と こ

ろ に よ り 、 第 十 二 条 か ら 第 十 四 条 ま で 、 第 十 六 条 、 第 十 七 条 、 第 二

十 三 条 及 び 第 二 十 四 条 の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第

十 二 条 、 第 十 三 条 及 び 第 二 十 四 条 の 規 定 の 準 用 に 関 し 令 和 九 年 度

（ 特 別 特 定 市 町 村 に つ い て は 、 令 和 十 年 度 ） 以 降 必 要 と な る 経 過

措 置 は 、 政 令 で 定 め る 。 

（ 削 除 ） 

 

 

 

第 六 条 旧 過 疎 自 立 促 進 地 域 の 市 町 村 の う ち 過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外

の も の で あ っ て 、 第 三 条 又 は 第 四 十 一 条 第 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受

け る 区 域 を 含 む も の に つ い て は 、 当 該 規 定 の 適 用 を 受 け る 区 域 以

外 の 区 域 を 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な し て 、 前 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な さ れ る 区 域 の う ち 、

当 該 区 域 を 含 む 市 町 村 に 係 る 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令

合 に お い て 、 第 十 条 及 び 第 十 一 条 の 規 定 の 準 用 に 関 し 平 成 十 七 年

度 以 降 必 要 と な る 経 過 措 置 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特 定 市 町 村 の う ち 政 令 で 定 め る も の に つ い て は 、 平 成 十 二 年 度

か ら 平 成 十 六 年 度 ま で の 間 に 限 り 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

第 十 二 条 の 規 定 を 準 用 す る 。 

 

 （ 新 設 ） 
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和 元 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数

値 が 〇 ・ 四 以 下 の も の に つ い て は 、 特 別 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な

し て 、 前 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 

３ 前 二 項 の 場 合 に お い て 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

第 七 条 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 に お い て 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第 三 十 三

条 第 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 市 町 村 の う ち 過 疎 地 域 の 市 町

村 以 外 の も の で あ っ て 、 同 項 の 規 定 に 基 づ く 過 疎 地 域 で あ っ た 区

域 に つ い て 第 三 条 又 は 第 四 十 一 条 第 二 項 （ 同 条 第 三 項 に お い て 準

用 す る 場 合 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受

け る 区 域 以 外 の 区 域 を 含 む も の に つ い て は 、 旧 過 疎 自 立 促 進 法 第

三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ く 過 疎 地 域 で あ っ た 区 域 の う ち 第 三

条 又 は 第 四 十 一 条 第 二 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 区 域 以 外 の 区 域 を

特 定 市 町 村 の 区 域 と み な し て 、 附 則 第 五 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な さ れ る 区 域 の う ち 、

当 該 区 域 を 含 む 市 町 村 に 係 る 財 政 力 指 数 で 平 成 二 十 九 年 度 か ら 令

和 元 年 度 ま で の 各 年 度 に 係 る も の を 合 算 し た も の の 三 分 の 一 の 数

値 が 〇 ・ 四 以 下 の も の に つ い て は 、 特 別 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な

し て 、 附 則 第 五 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 

３ 前 二 項 の 場 合 に お い て 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 
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 （ 削 除 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 八 条 合 併 市 町 村 の う ち 合 併 関 係 市 町 村 に 特 定 市 町 村 （ 当 該 市 町

村 の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 附 則 第 六 条 か ら こ の 条 ま で

の 規 定 の い ず れ か の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 市 町 村 を 含 む 。 ） が 含

ま れ る も の に つ い て は 、 当 該 合 併 市 町 村 の 区 域 の う ち 当 該 市 町 村

の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 当 該 特 定 市 町 村 の 区 域 で あ っ

た 区 域 を 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な し て 、 附 則 第 五 条 の 規 定 を 適 用

す る 。 

２ 合 併 市 町 村 の う ち 合 併 関 係 市 町 村 に 特 別 特 定 市 町 村 （ 当 該 市 町

村 の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 附 則 第 六 条 第 二 項 、 前 条 第

二 項 又 は こ の 項 の 規 定 の い ず れ か の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 市 町

村 を 含 む 。 ） が 含 ま れ る も の に つ い て は 、 当 該 合 併 市 町 村 の 区 域 の

う ち 当 該 市 町 村 の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 当 該 特 別 特 定

第 六 条 こ の 法 律 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お

い て 附 則 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 市 町 村 の 合 併 の 特 例 に 関

す る 法 律 （ 昭 和 四 十 年 法 律 第 六 号 ） 第 十 二 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け

て い た 市 町 村 の う ち 過 疎 地 域 の 市 町 村 以 外 の も の に つ い て は 、 当

該 市 町 村 の 区 域 の う ち 同 条 に 規 定 す る 市 町 村 の 合 併 が 行 わ れ た 日

の 前 日 に お い て 旧 過 疎 活 性 化 法 の 規 定 に 基 づ く 過 疎 地 域 で あ っ た

区 域 を 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な し て 、 前 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ

の 場 合 に お い て 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

第 七 条 合 併 市 町 村 の う ち 合 併 関 係 市 町 村 に 特 定 市 町 村 （ 当 該 市 町

村 の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に お い て 前 条 又 は こ の 条 の 規 定 の 適

用 を 受 け て い た 市 町 村 を 含 む 。 ） が 含 ま れ る も の に つ い て は 、 当 該

合 併 市 町 村 の 区 域 の う ち 当 該 市 町 村 の 合 併 が 行 わ れ た 日 の 前 日 に

お い て 特 定 市 町 村 の 区 域 で あ っ た 区 域 を 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な

し て 、 附 則 第 五 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 必 要 な 事

項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 （ 新 設 ） 
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市 町 村 の 区 域 で あ っ た 区 域 を 特 別 特 定 市 町 村 の 区 域 と み な し て 、

附 則 第 五 条 の 規 定 を 適 用 す る 。 

３ 前 二 項 の 場 合 に お い て 必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。 

 

 

 

 

 （ 新 設 ） 

 

 

  

 


